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今月のみどころ　

大津町ビジターセンターオープン
空港ライナー運行開始

特集
有
あ り

り難
が と

う
子どもが生まれた奇跡に感謝して―

ねんりんピックいよいよ開幕
出場選手の紹介や大会内容など
直前に迫ったねんりんピックの見どころを紹介します

育ちのステップ
夢を持ち、夢を育み、夢を叶える木を育てましょう

生
ま
れ
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
―
。
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見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

育ちのステップ 切り取って、見えるところに貼って、みんなで話し合おう！
詳しくは、13ページをご覧ください。



大
津
の
玄
関
口
完
成

　
10
月
１
日
、
観
光
交
流
施
設
「
大

津
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
、
Ｊ

Ｒ
肥
後
大
津
駅
南
側
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
宿
場
町

の
温
か
さ
と
都
市
の
機
能
性
を
兼
ね

備
え
、
観
光
や
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
す
。

　
施
設
内
は
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
温
か
み
の
あ
る
雰
囲
気
と
、
吹
き

抜
け
で
光
が
差
し
込
む
よ
う
に
明
る

い
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
根
に

は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
乗
せ
て
、

地
球
環
境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
機
能
は
、
観
光
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
を
完
備
、
案
内
人
が
観
光
ガ
イ

ド
を
行
う
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
、
授
乳

室
や
多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
駅
南
側
で
も
改
札
業
務

を
行
い
ま
す
の
で
、
駅
構
内
へ
の
出

入
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
鉄
道
や

バ
ス
を
利
用
す
る
際
の
利
便
性
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、
観
光
案
内
や
物

産
展
示
を
通
じ
て
、
利
用
者
と
地
域

と
の
交
流
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
所
時
間
は
、
午
前
６
時
～
午
後

10
時
と
な
り
ま
す
。

10
月
１
日

「
大
津
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」

オ
ー
プ
ン

肥
後
大
津
駅
と

空
港
を
つ
な
ぐ

「
空
港
ラ
イ
ナ
ー
」

開
始
！

阿蘇くまもと空港→肥後大津駅

ライナー
発車時刻

肥後大津駅
到着時刻

8:50 9:05

9:10 9:25

9:50 10:05

10:15 10:30

11:15 11:30

11:40 11:55

11:50 12:05

12:10 12:25

12:55 13:10

13:25 13:40

13:50 14:05

15:10 15:25

15:50 16:05

16:15 16:30

17:30 17:45

17:55 18:10

18:25 18:40

18:55 19:10

19:20 19:35

19:35 19:50

20:45 21:00

21:00 21:15

21:10 21:25

肥後大津駅→阿蘇くまもと空港

ライナー
発車時刻

阿蘇くまもと空港
到着時刻

6:49
（土日祝）6:29

7:04
（土日祝）6:44

7:07 7:22

7:30 7:45

8:05 8:20

8:27 8:42

9:23 9:38

9:52 10:07

10:37 10:49

11:14 11:26

11:40 11:52

12:27 12:39

12:44 12:56

13:10 13:22

13:44 13:56

14:22 14:34

15:07 15:19

15:37 15:49

15:50 16:02

16:35 16:47

17:10 17:25

17:50 18:05

18:21 18:36

18:42 18:57

19:43 19:58

熊本駅水前寺駅光の森駅
最速12分 11分 15分 11分阿蘇

くまもと
空港

肥後大津駅

し
か
も
無
料
！

時 刻 表 の ご 案 内

阿蘇くまもと空港ライナー 検　　索

時刻表の情報は、ホームページや
携帯サイトからご覧になれます。

時刻表は10月29日までの情報です。30日以降はダイヤが変わります。ご注意ください。

　豊肥本線肥後大津駅と阿蘇くまもと空港
を結ぶ新たな交通手段「空港ライナー」の
試験運行を無料で実施します。

●運行期間
　10月1日（土）～平成24年3月25日（日）
●運行区間
　阿蘇くまもと空港～肥後大津駅
●所要時間　最速 12 分
●内容　専用ジャンボタクシーと小型タク
シーで乗合運行
●問い合わせ  
　県交通政策課　☎（333）2167

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
交
通
規
制
し
ま
す

　
10
月
11
日
（
火
）、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
間
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
（
駐
車
場
を
含
む
）

が
一
部
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

乗って当てよう
キャンペーン
10月1日（土）～10月31日（月）

東京往復航空券やくまモングッズなどが
当たる「空港ライナー　乗って当てよう
キャンペーン」を実施します。
詳しくはホームページや携帯サイトをご
覧ください。

東京往復等航空券（５人）
大津産からいも（20 人）　
くまモン、あそらくんグッズ（50 人）
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２年ぶりの祭りに熱気あふれる
大津地蔵祭り

Monthly Pickup Topics

大津地蔵祭りは、８月24日、役場周辺で開催されました。
昨年は口蹄疫予防で残念ながら中止になりましたが、今

年はおよそ2万人の客でにぎわいました。

商店街の歩行者天国やオークスプラザ周辺は、多くの親子
連れが訪れ、出店やステージを楽しみました。また、万

灯会供養はおごそかな雰囲気の中で行われ、長い伝統を今で
も受け継いでいます。

最後は保育園・幼稚園児や多くの住民が参加した「花の大
津」の総踊りでにぎわいの中幕を閉じました。

　記念すべき大津町民、3
万２千人目である山

やま
内
うち
虹
に

心
こ
ちゃんとパパの暢

とおる
さん

です。温かく見つめる暢
さんからは、虹心ちゃんが
生まれてくれた感謝がに
じみ出ていました。

1._くまモンにASO坊健太くん、大津太鼓に…と
にかくたくさんの皆さんがステージを盛り上げ
ました／2._2年ぶりの開催に歩行者天国も人で
あふれました／3._オークス広場にも多くの人が
訪れました

3 空港ライナー　大津町ビジターセンター

５ 特集　有
あ

り難
が と

う
22 ねんりんピック

2４ すこやか通信　インフルエンザ

2５ 輝く人権　さまざまな人権を考える

2６ まちの話題
全日本中学校バレーボール選手権大会／東日本大震災復興支援チャリティー／ヘイ
スティングズ市へホームステイ／九州地方整備局と災害時応援協定を締結／金婚式

2８ インフォメーション
都市対抗野球町民応援団募集！／からいもフェスティバル in おおづ／１日合同相
談　秋の行政相談週間／保育所・幼稚園　入所・入園募集！

30
くらしの伝言板
がん検診無料クーポン券配布／パスポートの申請窓口が開設しました／税務署で
の相談は事前の予約を／「女性の生き方・働き方セミナー」参加者募集／大津高
校　くまもと教育の日／10月分から子ども手当の内容が変わります／大津養護学
校「ふれあいサンデー」／菊池郡市医師会公開市民講座「東日本大震災医療支援
報告会」／全日本モトクロス選手権大会／再春荘病院「健康フェスティバル」／
第 13回福祉まつり／公共工事等入札結果

32
ねんりんピック／安全安心おおづまち／フォルツァロアッソ熊本／道の駅
大津／岩戸の里／からいもくんがゆく

3４ 愛のこんだて／あつまれ！大津っ子
出生／おくやみ／休日当番医・薬局／今月の相談／カレンダー／人口

3６ 育ちのステップ

今 月 の 表 紙

KOHO OZU CONTENTS
広報おおづ目次

1

2 3
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2011
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有あ

り
難

が

と

う

特
集

あ
り
が
と
う
を
言
い
合
え
る
町

　

人
と
人
が
出
会
い
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

と
い
う
奇
跡
。
今
、
こ
の
町
で
は
、
年
間
何

百
も
の
そ
ん
な
奇
跡
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
奇
跡
の
周
り
に
は
、
多
く
の
優

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

「
生
ま
れ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」。

「
生
ん
で
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」。

　

そ
ん
な
感
謝
の
言
葉
を
言
い
合
え
る
関
係

を
目
指
し
て
大
津
町
は
進
み
続
け
ま
す
。

　

優
し
さ
を
知
れ
ば
、
も
っ
と
優
し
く
な
れ

る
は
ず
。
人
は
一
人
で
生
き
て
い
け
な
い
こ

と
を
知
る
は
ず
。
そ
ん
な
こ
と
を
み
ん
な
で

考
え
合
え
る
関
係
を
目
指
し
て
、
大
津
町
は

も
っ
と
進
み
続
け
ま
す
。

　

国
道
57
号
が
造
ら
れ
、
町
発
展
の
礎
と

な
っ
た
よ
う
に
、
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
先

人
た
ち
の
軌
跡
が
、
人
口
増
加
と
い
う
奇
跡

に
つ
な
が
っ
て
い
る
大
津
町
。
今
回

は
、
こ
の
町
で
暮
ら
す
人
の
た
め
に
、

大
津
の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
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序章
３万２千回目の
奇跡がこの町で
起きた。

Prologue

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、し
わ
く
ち
ゃ
の

赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
つ
め
な
が
ら
「
こ
の

子
の
た
め
な
ら
何
で
も
し
よ
う
」と
思
っ

た
ほ
ど
愛
情
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。初
め
て

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
日
、初
め
て
「
パ

パ
、マ
マ
」っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
た
日

―
。あ
の
感
動
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
、感
動
や
感
情
だ
け
で
子
ど
も

は
育
ち
ま
せ
ん
。大
人
に
な
る
き
っ
か
け

を
子
ど
も
に
与
え
て
い
く
の
は
、簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
し
、実
は
、と
て
も
大
変
な

こ
と
な
の
だ
と
気
付
き
ま
す
。

　
「
簡
単
な
こ
と
の
は
ず
な
の
に
、何
で
で

き
な
い
ん
だ
ろ
う
」「
な
ぜ
こ
ん
な
に
言
っ

て
も
伝
わ
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
」―
。子
ど

も
が
生
ま
れ
る
前
に
は
、考
え
も
し
な

か
っ
た
問
題
に
親
は
頭
を
悩
ま
せ
、出
口

の
無
い
迷
路
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で

す
。子
ど
も
の
た
め
に
と
思
っ
て
い
る
の

に
、子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
し
ま
う
の

で
す
。

　　
で
も
―
、そ
れ
で
も
、子
ど
も
が
笑
っ
て

い
る
顔
を
見
れ
ば
そ
ん
な
悩
み
や
辛
さ
も

吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
子
育
て
は
、悩
み
を
生
む
の
も
、悩
み
を

解
決
し
て
く
れ
る
の
も
子
ど
も
で
す
。し

か
し
、子
育
て
は
、考
え
方
で
き
っ
と
楽
し

く
な
る
も
の
で
す
。さ
あ
、一
緒
に
「
子
育

て
の
日
常
」を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

第一章

子育ての

日
常

は
ま
だ
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
31
年
、
１
町
５
村
で
合
併
し
た

新
大
津
町
の
人
口
は
、
２
万
３
千
人
で

し
た
。
し
か
し
高
度
成
長
期
の
人
口
流

出
な
ど
で
昭
和
50
年
に
は
１
万
８
千
人

ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
昭
和
51
年
、
大
津
町
で
本
田
技
研
工

業
㈱
熊
本
製
作
所
が
操
業
を
開
始
す
る

と
、
町
の
人
口
は
増
加
に
転
じ
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
今
で
も
変
わ
ら
ず
、

今
回
の
３
万
２
千
人
の
お
祝
い
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

第
三
の
夜
明
け
は
―

　
本
田
技
研
工
業
㈱
の
進
出
は
、
大
津

町
の
「
第
一
の
夜
明
け
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
（「
第
二
の
夜
明
け
」
は
、
熊

本
中
核
工
業
団
地
の
造
成
）。
こ
れ
ま

で
に
先
人
た
ち
が
努
力
を
惜
し
ま
ず
に

築
い
て
き
た
も
の
が
、
今
の
大
津
町
を

作
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
人
口
減
少
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
現

在
に
人
口
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
大
津
町
に
住
む
メ
リ
ッ
ト
や

魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会

増
（
転
入
な
ど
で
人
口
が
増
加
）
と
自

然
増
（
出
生
な
ど
で
人
口
が
増
加
）
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
大
津
町
。こ
れ
か
ら
、

ま
す
ま
す
元
気
な
町
に
な
っ
て
い
く
か

ど
う
か
は
、
私
た
ち
次
第
で
す
。

記
念
す
べ
き
３
万
２
千
人
目
は
…

　

８
月
29
日
、
大
津
町
の
人
口
が

３
万
２
千
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
記
念

す
べ
き
、
３
万
２
千
人
目
の
大
津
町
民

は
山や
ま

内う
ち

虹に

心こ

ち
ゃ
ん
。
８
月
生
ま
れ
の

女
の
子
で
す
。

　
同
日
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

山
内
さ
ん
一
家
と
家
入
町
長
が
一
緒
に

く
す
玉
を
割
り
、
町
民
３
万
２
千
人
目

を
祝
い
ま
し
た
。
町
か
ら
山
内
さ
ん
に

記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
家
入
町
長

か
ら
３
万
２
千
人
目
の
認
定
証
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。虹
心
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
、

暢と
お
るさ

ん
は
「
娘
が
３
万
２
千
人
目
に
な

る
な
ん
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
虹
心
ち
ゃ
ん

の
誕
生
と
３
万
２
千
人
目
に
な
っ
た
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

町
は
今
で
も
前
に
進
ん
で
い
ま
す

　
大
津
町
の
人
口
が
、
３
万
１
千
人
を

突
破
し
た
の
が
、平
成
21
年
12
月
３
日
。

約
１
年
８
カ
月
で
１
千
人
増
加
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
国
勢
調
査
で
、
熊
本
県
の

総
人
口
は
１
８
１
万
７
千
４
１
０
人
で

し
た
。
前
回
に
比
べ
、
約
２
万
５
千
人

の
減
少
で
す
。
県
の
人
口
は
、
平
成
12

年
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
が
、
町

子
ど
も
が
増
え
て
、
喜
び
は
倍
に

　
山
内
さ
ん
一
家
は
、
暢と
お
るさ
ん
、
妻
の

恵え

里り

奈な

さ
ん
、
長
男
の
太た

生い

登と

く
ん
、

次
男
の
慈じ
ゅ

生う

斗と

く
ん
、
長
女
の
虹に

心こ

ち
ゃ
ん
の
５
人
家
族
。
11
年
前
に
恵
里

奈
さ
ん
の
実
家
が
あ
る
大
津
町
に
移
り

住
み
、家
族
で
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
で
す
よ
」
と
笑
う
暢
さ
ん
。
虹

心
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
さ
ら
に

子
ど
も
が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
仕
事
は
忙
し
い
で
す
が
、男
と
し
て
、

父
親
と
し
て
、
家
族
に
愛
情
を
注
い
で

い
き
た
い
と
山
内
家
の
子
育
て
感
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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大津町の人口
平成２年 平成７年 平成12年 平成17年

0 ～ 6歳 2,392 2,319 2,268 2,153
0 ～ 12歳 4,483 4,661 4,347 4,142
65 歳以上 3,500 4,296 5,047 5,553

平成 21年　合計特殊出生率
大津町 菊陽町 合志市 菊池市 熊本県 全国
1.72 1.75 1.71 1.69 1.59 1.37

大津町の出生数
平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成21年
322 310 296 289 352

18 歳未満の
子どもがいる世帯
子どもの数 世帯数
1 人 1,502
2 人 1,470
3 人 519
4人 74
5人 10
6人 0
合計 3,575

オーエンズは、
Ozu（大津）Angel（エンジェル）Network（ネットワーク）
Square（スクエア）の頭文字をとったもので、大津町の地
域一体となった取り組みの通称として使用しています。

大津流の子育ての考え方
オーエンズ（OANS）

平成21年12月31日時点

昔
は
―
、

自
然
の
中
で
、

自
由
に
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
が
い
た
。

地
域
で
親
子
が
育
ち
合
っ
て
い
く

風
潮
が
あ
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
働
く
父
親
は
、

育
児
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
。

近
所
に
子
ど
も
を
叱
っ
て
く
れ
る
人
、

預
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
。

今
は
―
、

子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
安
心
な
遊
び
場

を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。

親
が
学
ぶ
場
所
が
必
要
に
な
っ
た
。

お
父
さ
ん
は
、
育
児
に
協
力
的
だ
。

で
も
、
近
く
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、

子
ど
も
の
純
粋
な
笑
顔
。

今
と
昔
を
知
っ
て
こ
そ
、

上
手
な
子
育
て
が
で
き
る
。

私
た
ち
が
進
ん
で
い
る
道
は
、

昔
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

温子知親

   １人
(42.0%)

   2 人
(41.1%)

   3 人
(14.5%)

  4 人
(2.1％)

  5 人
(0.3%)

昔を知り、
今を知れば、
子育てに必要なものが
見えてくる

有
あ

り難
が と

う
特集

大津で「ファミリー・サポー
ト・センター」の協力会

員として 10年以上活動してい
る人がいます。「大津のばあば」
と呼ばれるその人に、大津の今
と昔を聞きました。

昔は頻繁にあった「世代間
の交流」を大切にするこ

とが、大切だと思っています。
だから、私は「みんなのおばあ
ちゃん」の感覚で皆さんと接し
ています。
　40 年以上前に子どもを生ん
だときは、実家には、両親と兄
夫婦がいて、みんなに子育てを
手伝ってもらっていました。親
と子どもだけじゃない子育ての
交流が私を育ててくれたと思っ
ています。
　大津の良さは今も昔も「地域
の人が温かく迎え入れてくれる
こと」です。これからも今と昔
の良さを生かしながら、子育て
をしていってほしいですね。

「
子
育
て
日
本
一
の
町
」

　
平
成
15
年
、
国
は
新
た
な
子
育
て
支

援
の
た
め
に
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
自
治
体
と
各
事
業
主
は
、
行
動

計
画
を
作
り
、
子
育
て
支
援
対
策
の
推

進
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
津
町
は
、「
日
本
一
子
育
て
に
夢

が
も
て
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
平
成
16

年
、
全
国
に
先
駆
け
、
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
「
お
ー
え
ん
ず
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
多
く

の
施
策
に
取
り
組
み
、
町
内
外
の
人
か

ら
も
「
大
津
は
子
育
て
が
し
や
す
い
ま

ち
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
前
期
計
画
（
平

成
16
年
～
21
年
）
の
中
で
の
大
き
な
取

り
組
み
は
、「
子
育
て
支
援
課
」
の
設

置
と
「
大
津
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン

タ
ー
」
の
開
所
で
し
た
。

　
福
祉
部
門
か
ら
独
立
し
、
教
育
委
員

会
と
の
一
元
化
し
た
子
育
て
支
援
課

（
設
置
当
時
は
、「
子
育
て
支
援
室
」）

で
は
、
年
々
増
加
す
る
待
機
児
童
解
消

の
た
め
に
保
育
所
の
環
境
整
備
な
ど
多

く
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
大
津
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
」

は
平
成
21
年
に
開
設
。
セ
ン
タ
ー
は
、

各
健
診
・
検
診
を
行
っ
て
い
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
育
て
支
援
の
情
報

津
町
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

と
は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も
大
津
町
の
特

徴
を
考
え
、独
自
の
施
策
を
計
画
し
て
、

進
め
て
い
ま
す
。
大
津
町
の
子
育
て
の

日
常
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
多
種
多
様

な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
の
で
す
。

温お
ん

故こ

知ち

新し
ん

と
温お
ん

子こ

知ち

親し
ん

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
で

あ
る
『
温
子
知
親
』。
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
つ

め
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
親
し
み
の
心

で
包
み
込
み
、
楽
し
く
子
育
て
で
き
る

た
め
に
は
、
保
護
者
、
地
域
、
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
み
ん
な
で
支
え
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、「
す
べ
て
の
子
ど
も

と
子
育
て
中
の
家
庭
に
、
幸
せ
と
笑
顔

が
満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

合計特殊出生率とは…
女性が出産可能な年齢を 15歳から 49歳までと規定し、それぞれ
の出生率を足し合わせて表される「一人の女性が一生に産む子ども
の数」の平均率のことです。

基
地
、
親
子
の
絆
を
深
め
合
う
場
所
と

し
て
、
今
で
は
、
町
の
子
育
て
の
拠
点

と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、
平
成

22
年
３
月
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
後

期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。「
希
望（
Ｈ

ｏ
ｐ
ｅ
）」「
健
康
（
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
）」

「
心
（
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
）」「
幸
せ
（
Ｈ
ａ

ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
）」
の
４
つ
の
項
目

に
分
類
し
た
施
策
に
取
り
組
む
「
ハ
ピ

ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
大
津
町
の

子
育
て
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
次
世
代
育
成
行
動
計
画
の
実
施
が
、

「
大
津
町
は
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」

と
し
て
県
内
外
を
問
わ
ず
、
認
知
さ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

町
は
少
子
高
齢
化
な
の
か

　
よ
く
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
な
っ
た

と
耳
に
し
ま
す
。
人
口
が
増
加
し
て
い

る
大
津
町
は
、
少
子
高
齢
化
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

大
津
町
の
０
歳
か
ら
14
歳
ま
で
の
構
成

比
は
、
16
・
３
％
。
全
国
平
均
の
13
・

４
％
に
比
べ
る
と
人
口
は
上
回
っ
て
い

ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
口
比
は
、
大
津

町
19
・
１
％
、
全
国
平
均
22
・
６
％
と

下
回
っ
て
い
ま
す
。
総
人
口
の
推
移
や

合
計
特
殊
出
生
率
を
確
認
し
て
も
、
大

　『
温
故
知
新
』
は
、「
故ふ
る

き
を
温た
ず

ね
、

新
し
き
を
知
る
」
と
読
み
ま
す
。
私
た

ち
は
、
大
津
の
先
人
た
ち
が
築
い
て
き

た
道
の
延
長
線
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
、
未
来

の
子
ど
も
た
ち
は
、
私
た
ち
の
先
に
あ

る
道
を
進
ん
で
、生
き
て
い
く
の
で
す
。

今
と
昔
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
遺
さ
れ
て
き
た

も
の
と
、
こ
れ
か
ら
町
民
が
残
し
て
い

く
も
の
が
、
大
津
の
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
決
め
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
昔
を
知
り
、今
を
確
認
す
る
こ
と
は
、

大
津
の
子
育
て
に
、
本
当
に
必
要
な
も

の
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も

に
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
が

で
き
る
、
親
し
み
の
あ
る
親
に
な
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　「
温
故
知
新
」
と
「
温
子
知
親
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
大
津
の
子
育
て
の
思

い
す
べ
て
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
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大津町の特産物「からいも」。からいもは、土の中で育ち、大きくなります。
良い土からは、良いからいもが、
良い町には、良い子どもたちが育ちます。
大津町の子育ての土壌には、どんな思いが詰まっているのでしょうか。
子どもたちは、宝の原石のようなものです。
磨けば光る原石を、宝石のように輝かせることができるかどうかは、私たち次第です。
大津の土壌ではどのような育ちをしているのかを見てみましょう。

第二章

子育ての

子ども憲章は、
不変のもの。
子どもを、
愛情をもって
認めてほしい―

壌土

み
つ
め
よ
う　

話
し
合
お
う　

行
動
し
よ
う

未
来
を
切
り
拓ひ
ら

い
て
い
く
主
役
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。

私
た
ち
大
津
町
民
は
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
い
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
協
力
し
て
愛
情
を
も
っ
て
育
て
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と　

大
好
き

１
．
子
ど
も
た
ち
が
、水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
文
化
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
努
め
ま
す
。

み
ん
な　

と
も
だ
ち

１
．
子
ど
も
た
ち
が
、
世
界
の
人
々
と
友
情
を
は
ぐ
く
み
、
夢

と
希
望
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

こ
こ
ろ　

豊
か
に

１
．
子
ど
も
た
ち
が
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
を
認

め
あ
う
豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く
む
よ
う
努
め
ま
す
。

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く

１
．
子
ど
も
た
ち
が
、
や
さ
し
さ
の
中
で
、
知
性
を
磨
き
心
身

を
き
た
え
て
、
主
体
性
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。

の
び
の
び　

し
な
や
か

１
．
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
の
び
の
び
と
遊
び
、
創
造

性
に
富
み
、
し
な
や
か
に
育
つ
よ
う
努
め
ま
す
。

大
津
町
教
育
長　

那な

須す

雪ゆ
き

子こ

大
津
町

子
ど
も
憲
章

　
教
育
に
は
、
不
易
と
流
行
、
つ
ま

り
時
代
が
ど
れ
だ
け
変
わ
ろ
う
と
も

変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
、
時
代

に
合
わ
せ
た
変
化
が
必
要
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。「
大
津
町
子
ど
も
憲
章
」

に
は
、
大
津
町
の
子
ど
も
と
し
て
基

本
的
に
備
え
て
い
て
ほ
し
い
不
易
の

も
の
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
大
人
は
、家
庭
教
育
、学
校
教
育
、

地
域
の
社
会
教
育
の
中
で
、
子
ど
も

が
育
つ
取
り
組
み
を
し
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
特
に
子
ど
も
憲
章
の
一

番
目
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
大
好
き
」

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
、
自
然
、
文
化
な

ど
に
誇
り
が
持
て
る
子
ど
も
に
育
て

な
け
れ
ば
、
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
自
分
に
誇
り
を
持
つ
こ

と
も
大
切
で
す
。
私
は
自
尊
感
情
を

育
て
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。
私
は
親
が

一
番
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
子
ど
も
に
愛
情
を
注
ぐ
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

愛
情
が
子
ど
も
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
愛
情
と
い
っ
て
も
抽

象
的
で
、難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

親
の
子
ど
も
に
対
す
る
期
待
は
高

く
、
自
分
の
子
ど
も
で
な
け
れ
ば
許

せ
る
こ
と
で
も
、
親
と
し
て
は
許
せ

な
い
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
親
に
分
か
っ

て
も
ら
え
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
積

み
重
な
る
と
、自
尊
感
情
が
失
わ
れ
、

劣
等
感
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
親

に
は
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
ど
も
と

向
き
合
い
、
子
ど
も
を
認
め
、
受
け

入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
子
ど
も
を
励
ま
す
気
持

ち
で
言
葉
か
け
を
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
方
向
性
が
分
か
ら
な

い
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
こ
と
を
し

て
も
、
実
を
結
ぶ
の
は
難
し
い
の

で
、
町
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か

を
知
り
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
一
緒
に

共
有
し
て
い
け
ば
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Child Charter 
★　★　★
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子
育
て
支
援
へ
の
住
民
協
働

　
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
協
働
を
前

提
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
多
種
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
み
ん
な
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
も
一
緒
で
す
。
現
在
、
町
に
は
子

育
て
に
関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
３
団
体
あ

り
、
町
民
自
ら
が
一
歩
踏
み
出
し
て
活
動
を

始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
住
民
協
働
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
み
ん
な
の
お
う
ち
』
設
立
へ

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
・
み
ん
な
の

お
う
ち
」
は
、
５
つ
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を

運
営
し
、
平
成
21
年
か
ら
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
委
託
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
14
年
に
理
事
長
で
あ
る
江
口
さ
ん
の

長
女
が
大
津
小
に
入
学
し
、
学
童
保
育
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
津
小
の
学

童
保
育
は
当
時
、
保
護
者
会
で
運
営
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
保
護
者
は
忙

し
い
か
ら
保
育
を
利
用
す
る
の
で
、
指
導
員

さ
ん
に
任
せ
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
学
校
で
の
生
活
は
、
子
ど
も
が
育
っ
て
い

く
中
で
も
と
て
も
大
切
な
時
間
で
す
。
そ
れ

は
放
課
後
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
―
」
そ

ん
な
思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
学
童
保
育

運
営
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

現
場
に
入
り
た
か
っ
た

　
江
口
さ
ん
は
、
学
童
保
育
の
指
導
員
を
見

て
い
て
、「
教
師
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢

を
思
い
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
熟
考
し
た
後
、

今
ま
で
の
仕
事
を
辞
め
て
「
み
ん
な
の
お
う

ち
」の
理
事
長
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
理
事
長
を
す
る
際
に
、
江
口
さ
ん
が
理
事

会
に
頼
ん
だ
の
が
指
導
員
も
兼
ね
る
こ
と
で

し
た
。「
現
場
に
入
り
た
か
っ
た
っ
て
い
う

の
が
本
音
で
す
け
ど
ね
」
と
話
す
江
口
さ
ん

は
、
現
場
で
学
童
保
育
の
本
質
を
知
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

子
ど
も
へ
の
愛
は
変
わ
ら
な
い

　

江
口
さ
ん
は
、「
み
ん
な
の
お
う
ち
」
の

運
営
を
み
ん
な
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
話
し

ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
、

み
ん
な
で
決
め
た
こ
と
で
す
。

　
「『
み
ん
な
の
お
う
ち
』
の
『
み
ん
な
』
は
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
っ
て
こ
と
で
は
な
い
っ
て

気
付
い
た
と
き
に
、
目
の
前
が
パ
ー
ッ
と
広

が
っ
た
ん
で
す
」。
気
負
い
が
無
く
な
り
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
江
口
さ
ん
は
、
わ
が
子
に
つ
い
て
「
生
ま

れ
て
く
れ
た
だ
け
で
感
無
量
で
す
。
今
も
そ

の
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
」と
話
し
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
お
う
ち
」
の
皆
さ
ん
は
、
子

ど
も
へ
の
愛
が
深
い
か
ら
、
強
い
思
い
が
生

ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
「
地
域
で
育

て
る
力
」
な
の
で
す
。

NPOこどもサポート・みんなのおうち　理事長
大津町ＰＴＡ連絡協議会　会長

江
え

口
ぐち

竜
りゅう

一
いち

さん

全
て
が
連
携
し
て
こ
そ
「
育
ち
」

　

平
成
22
年
度
、
町
は
「
大
津
町
幼
・
保
、

小
、
中
連
携
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
、
就
学
前
（
幼
稚
園
・
保

育
園
）
か
ら
小
、
中
学
校
ま
で
子
ど
も
の
育

ち
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
町
内

の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
、
保
育
園
が
連
携
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
共
通
目
標
の

連
携
が
あ
り
ま
す
。
発
達
段
階
に
応
じ
た
子

ど
も
の
姿
の
例
を
明
確
に
し
、
子
ど
も
の
育

ち
に
関
わ
る
全
て
の
大
人
が
共
通
目
標
を
持

つ
た
め
に
「
育
ち
の
ス
テ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
「
育
ち
の
ス
テ
ッ
プ
」
で
は
家
庭
教

育
で
も
特
に
重
要
な
「
あ
い
う
え
お
」

あ
…
愛
語
（
愛
情
を
込
め
た
言
葉
）
で
語
る

い
…
一
緒
に
考
え
行
動
す
る

う
…
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て
見
守
る

え
…
笑
顔
で
接
す
る

お
…
応
援
す
る

を
土
台
に
し
た
大
津
町
の
３
つ
の
約
束（「
あ

い
さ
つ
を
す
る
」「
時
間
を
守
る
」「
人
の
話

を
聞
く
」）
と
、教
育
基
本
構
想
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
『
夢
』、
そ
し
て
『
確
か
な
学
力
』

の
３
項
目
を
入
れ
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ

せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
教
育
は
、
家
庭
が
一
番
責
任
を

持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
す
。「
育

ち
の
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
各
学
校
で
の
活
用
は

も
ち
ろ
ん
、
家
庭
で
も
活
用
を
し
て
も
ら
う

た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
も
強
化
し
て
い
ま

す
。
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
で
も
あ
る

江
口
さ
ん
は
、「
子
育
て
の
や
り
方
が
分
か

ら
な
い
人
に
は
、『
育
ち
の
ス
テ
ッ
プ
』は
分

か
り
や
す
い
し
、
積
み
上
が
っ
て
い
く
形
が

良
い
で
す
ね
。
子
育
て
は
、
日
々
の
積
み
重

ね
で
す
。
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
す
。

共
に
育
ち
、「
協
働
」
の
精
神
で

　
現
在
は
、
地
域
と
子
ど
も
の
関
わ
り
が
希

薄
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て

の
大
人
が
子
ど
も
を
温
か
く
見
守
り
育
て
る

た
め
に
も
、地
域
で
も
「
育
ち
の
ス
テ
ッ
プ
」

を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
共
同
」
と
「
協
働
」。
ど
ち
ら
も
同

じ
意
味
に
と
れ
ま
す
。
し
か
し
、
英
語

で
は
、
共
同
は
「
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

（Cooperation

）、協
働
は
「
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」（Collaboration

）
と
表
現
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
町
民
全
員
が
も
っ
と

手
を
取
り
合
っ
て
行
動
す
る
「
協
働
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
津
の
子
ど
も
た
ち
が
、「
大
津
町
子
ど

も
憲
章
」
に
挙
げ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
大
好

き
」「
み
ん
な
と
も
だ
ち
」「
こ
こ
ろ
豊
か
に
」

「
や
さ
し
く
た
く
ま
し
く
」「
の
び
の
び
し
な

や
か
」
に
育
つ
た
め
に
は
、「
教
育
」
で
は

な
く
「
協
働
」
の
精
神
を
持
っ
た
「
協
育
」

が
必
要
で
す
。

　
「
協
育
」
で
子
ど
も
た
ち
を
共
に
育
て
、

私
た
ち
も
共
に
育
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

これからは協働の時代。
「コラボレーション」の教育を

育
協

育
地育ちのステップは、この号の裏表紙に掲載してい

ます。切り取って、見えるところに貼りましょう。
家族全員で見ながら、話してみるのも良いですね。

有
あ

り難
が と

う
特集
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多
く
の
町
民
の
思
い
が
形
に
な
り
、大

津
町
は
「
子
育
て
に
夢
が
持
て
る
ま
ち
」

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、ま
だ
子
育
て
に
関
す
る

問
題
は
全
て
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ

か
ら
も
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
が
必
要
で

す
し
、家
族
で
子
育
て
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
楽
し
い
」と「
楽
」と
い
う
言
葉
は
、同

じ
漢
字
を
使
い
ま
す
が
、意
味
は
違
い
ま

す
。「
楽
し
い
」こ
と
は
必
ず
し
も
「
楽
」で

は
な
い
の
で
す
。

　

子
育
て
に
は
不
安
や
負
担
が
あ
り
、決

し
て「
楽
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、子
育

て
は「
楽
し
い
」の
で
す
。今
し
か
で
き
な

い
子
育
て
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。

　
夢
と
は
、今
よ
り
先
に
あ
る
も
の
で
す
。

今
日
の
苦
労
は
、明
日
の
幸
せ
に
な
り
ま

す
。振
り
返
れ
ば
、昨
日
の
苦
労
な
ど
気
に

な
り
ま
せ
ん
。夢
を
持
っ
て
子
育
て
を
し

て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と

は
、親
と
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
向
き
合
う

こ
と
で
す
。地
域
や
学
校
、行
政
な
ど
も
支

援
は
行
い
ま
す
が
、子
育
て
は
、親
と
子
ど

も
の
問
題
で
す
。

　
第
三
章
は
、「
子
育
て
に
夢
が
も
っ
と
持

て
る
ま
ち
」を
目
指
す
大
津
町
に
あ
る「
愛

情
」を
紹
介
し
て
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

夢のきっかけは、ささいなことから始
まります。髙見さん一家の夢のきっか
けも本当にちょっとしたことでした。
でも、夢は持ち続けていたら、きっとか
なうものです。それは、形を変えなが
ら、引き継ぎ、受け継ぎながら―。

春代さんが、民謡を始めたきっか
けも小さなことでした。21歳の

ときに誘われた民謡教室。ちょっとし
た好奇心が、人生を大きく変えました。
今では、町が誇る民謡の第一人者。数々
の民謡大会で優勝し、全国にその名を
広めています。
　民謡の良さを春代さんはこう語りま
す。「民謡は、昔の人の生活が歌になっ
ていったから、歌詞が生きている―そ
れが民謡の魅力なんでしょうね」。
　大会では、歌を聞いて涙する人もい
るそうです。しかし、それは民謡の心を
聞いて涙するのであって、歌声で泣い
ているのではないと春代さんは言いま
す。民謡の良し悪しは、その心の届け方
によって決まるのでしょう。これから
も春代さんは、民謡の心を、素晴しさ
を、伝えていきたいと夢を語ります。

浩一さんが、太鼓と出会ったのは、
二十代のときでした。地蔵祭り

の踊りを盛り上げるために太鼓を習い
に行くことになった浩一さん。凝り性
の性格が太鼓にどっぷりハマっていき
ます。先生は、いまでも師匠と呼んでい
る民謡太鼓の先生。春代さんと出会っ
たのも、春代さんが通う民謡教室に太
鼓の手伝いに行ったことが縁でした。
音楽が２人をつないだのです。
　そして浩一さんは、春代さんと結婚
後、大津太鼓を創設します。大津をもっ
と盛り上げたかった思いを「大津太鼓」
という形で昇華させました。３人の子
どもにも伝え、「童太鼓」として、町の子
どもたちにも太鼓の指導を続けます。
浩一さんは、子どもたちに指導するこ
とを止めらないと話します。
　「最初は人見知りだった子どもが人
前で太鼓をたたくようになり、自信が
ついて成長していくのを見るとたまり
ませんよ」と笑います。
　息子が太鼓の大会で優勝すること
も、浩一さんの夢がかなうことです。
「息子には面と向かって言えませんが、
とてもうれしいですよね」―。そこに

は、親子で夢を叶えていった喜びがあ
りました。

大志さんは、今や全国でも有名な
太鼓演奏者の一人です。昨年の

世界大会優勝を始め、「富士山太鼓まつ
り一人打ちコンテスト」でも見事優勝
を飾っています。
　生まれたときから太鼓と民謡、音楽
に囲まれていた大志さん。太鼓を、父が
創った大津太鼓を嫌いになるはずがあ
りませんでした。
　両親には怒られてばかりだったと笑
いながら話しますが、「大切なことも教
えてくれた」と両親に感謝を忘れては
いません。
　５月に長女が生まれ、今は稼業であ
る「髙見自動車」を継いで、太鼓の練習
と指導に明け暮れています。
　
音楽という形でつながった髙見さん一
家。親は子に思いを託し、子はその愛情
をまた自分の子に伝えます。夢は一人
でかなえるものではありません。自分
の生きた証が、わが子に受け継がれて
いくのなら、それは自分の夢がかなっ
ていることになるのかもしれません。

　
髙
見
春
代
さ
ん
が
、「
産
経
民
謡
大
賞
」壮
年
の
部
で

優
勝
し
、文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
富
士

山
太
鼓
ま
つ
り
一
人
打
ち
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、息
子

の
大
志
さ
ん
が
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
親
子
で
連
日
の
最
優
秀
賞
は
、髙
見
さ
ん
に
と
っ
て

も
、町
に
と
っ
て
も
誇
り
で
す
。

　
夢
は
、家
族
が
で
き
た
こ
と
で
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
し
た
。親
子
で
夢
を
追
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

髙
見
さ
ん
一
家
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

第三章

子育てに必要な

子育てにもっと夢が持てるまちを目指して―

愛情
髙
たか

見
み

春
はる

代
よ

さん 髙
たか

見
み

浩
こう

一
いち

さん 髙
たか

見
み

大
たい

志
し

さん

夢を育てる

Dream
★　★　★
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飯
いい

干
ぼし

万
ま

尋
ひろ

さん
小さい子どもが好きなので、
将来は幼稚園の先生になりた
いです。優しい先生になりた
いと思っています。

山
やま

下
した

一
かず

輝
き

くん
電車が好きなので、大きくなっ
たら電車に関係する仕事がし
たいです。よくプラレールな
どで遊んでいます。

人口が増えると問題になる「待機児
童」。それを解消するために、町の保
育所の増改築を行ってきました。現在
新しい保育所設置を希望する事業所を
募集しています。詳しくはホームペー
ジをご覧ください。

児童館や子育て支援センターでは、子
育てに関する悩みを解消するための相
談を受けています。子どもの悩みは「お
おづサポネット」、親の悩みは地域の
民生委員・児童委員にご相談ください。

おおづサポネット　☎（294）2249
　毎週木・金・土　午後3時～午後6時

子育て支援には、病後児保育やショー
トステイなど多くのサポートがありま
す。「何があるのか分からない！」と
いった悩みを持っている人のために、
子育て支援センターには「コーディ
ネーター」がいます。必要なサポート
をご紹介します。

子育て支援センター　☎（294）9511

悩みには相談ですサービスの紹介子育て支援センターに来てください 新規保育所を募集

柴
しば

田
た

愛
あい

梨
り

さん
大きくなったらケーキ屋さん
になっておいしいケーキを売
りたいです。好きなケーキは
チョコレートケーキです。

そ
の
手
を
子
ど
も
た
ち
に

　

多
く
の
子
育
て
の
土
壌
が
あ

り
、
育
ち
へ
の
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
で
育
て
る
こ
と
、
教
育

の
中
で
、
共
に
育
て
る
こ
と
、
夢

を
一
緒
に
育
て
て
い
く
こ
と
。
ど

れ
も
同
じ
子
育
て
で
す
。

　

結
婚
し
て
、
子
ど
も
を
生
み
、

育
て
て
い
く
こ
と
は
、
個
人
の
自

由
で
す
。
し
か
し
、
次
の
世
代
を

担
う
人
材
育
成
と
し
て
の
子
育
て

支
援
は
、
明
日
の
大
津
町
を
築
く

た
め
に
必
要
で
、
そ
し
て
不
可
欠

な
施
策
で
す
。

　
子
育
て
と
い
う
も
の
は
、
子
ど

も
を
育
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
父

親
や
母
親
、
周
り
の
人
も
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
自
分
に
足
り
な
い

も
の
に
気
が
付
い
た
り
、
一
人
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
問

題
に
直
面
し
、
人
と
つ
な
が
る
こ

と
の
大
切
さ
に
気
付
い
た
り
…
得

る
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ

な
ら
ば
、
子
育
て
を
通
じ
て
、
町

民
み
ん
な
が
育
ち
合
う
大
津
町
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
中
の
家
族
は
、「
幼
稚

園
、
保
育
園
な
ど
の
学
校
関
係
機

関
」「
民
生
委
員・児
童
委
員
」「
地

域
の
人
た
ち
」「
行
政
（
熊
本
県

や
大
津
町
）」「
福
祉
関
係
団
体（
社

協
や
福
祉
施
設
な
ど
）」「
病
院
な

ど
の
医
療
機
関
」「
子
育
て
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
育
児
サ
ー
ク
ル
）」「
企

業
・
事
業
所
」
と
い
っ
た
多
く
の

人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
こ
の
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
子
ど
も
は
一
人
で
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
支
え
る
手
は
、
多
く

必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
家
族
だ
け

で
は
足
り
ま
せ
ん
。
強
い
手
、
優

し
い
手
、
守
る
手
、
支
え
る
手
、

叱
る
手
、
抱
き
し
め
る
手
、
褒
め

る
手
―
足
り
な
い
手
は
、
地
域
や

行
政
が
補
え
ば
良
い
の
で
す
。

　
子
ど
も
の
夢
を
か
な
え
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

も
の
は
、
こ
の
町
に
あ
り
ま
す
。

　放課後や長期休暇に、保護者の仕事など
で見ることができない家庭の子どもを預か
ります。遊びや生活の場を提供します。

　８月に町民の皆さん 1,500 人を対象に行った「まちづくりアンケート」。
その結果によると、安全に公園が利用できているという人は 42％でした。
約 6割の人が、安全で安心できる公園を求めています。
　町は、子育て・健診センター周辺を公園化し、「子育て健康広場（仮）」
を整備します。子どもと地域の皆さんの健康増進や連帯感を高め、更なる
町の活性化を目指します。災害時の一時避難場所としても計画しています。
完成は、平成 24年３月の予定です。

これも一つの支える「手」
放課後児童健全育成事業
（学童保育）

夢
河
かわ

瀬
せ

未
み

来
き

世
よ

さん
Mikiyo Kawase

子どもの思い
を尊重して―

　指導員をやって 3年になります。学童保育の
場所が、子どもたちがほっとできる場所になれば
良いと思っています。私は、子どもたちと一緒に
いるこの仕事が大好きです。「子どもだから」「大
人だから」ではなく、一人の人間として子どもた
ちに関わるように心掛けています。注意するとき
も、対等に接しています。

Kensho Ohki

友達もいるし
とても楽しい

大
おお

木
き

健
けん

祥
しょう

くん

　僕は 1年生のころからずっと学童保育に通っ
ています。学校が終わってから、いつも午後 6
時くらいまでここにいます。お母さんが迎えに来
てくれて、家に帰ったあとは家族で一緒にいます。
学童保育にいるとみんなと遊べるし、おやつも食
べられるし、友達もたくさんいるからとっても楽
しいです。

川
かわ

口
ぐち

美
み

緒
お

子
こ

さん

　2 人の息子（亜門くんと研人くん）がいます。
長男が 1年生のころから、仕事があって帰りが
遅いときや夏休みなどの長期の休みなどに学童保
育を利用してきました。子どもたち自身もここに
通えることをとても喜んでいるようです。学童保
育は、いつも安心して子どもたちを任せることが
できる場所だと思います。

Mioko Kawaguchi

子どもも喜ぶ
安心する場所

手
子育て・健診センターは、乳幼児健診などの健診や子育て支援センター
があり、子育てに関する事業を行っています。毎週火曜には「すこやか」。
第 3土曜日には「パパすこやか」をやっています。
親同士で、子育ての悩みを共感できるかもしれませんね。

マイ支援センターに登録しませんか
町の各地域にある５つの子育て支援センターには、同世代の親も多く
訪れます。家の近くの支援センターを登録しておくことで、イベント
などの情報をお知らせしています。ぜひご登録ください。

子育て健康広場（仮）
整備開始

大津町子育て健診・センター

こ
の
町
に
は
、

多
く
の
支
え
る
「
手
」
が
あ
り
ま
す
。

親
は
手
を
差
し
伸
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、

手
を
差
し
伸
べ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

い
ろ
ん
な
手
が
あ
る
か
ら
、

私
た
ち
は
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
と
手
を
携
え
合
っ
て
、

一
人
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

有
あ

り難
が と

う
特集
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大村 詠一さん

　　 あずささん

　　 玲緒ちゃん　（矢護川）

結
婚
し
た
か
ら
、

今
の
幸
せ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

パ
パ
、
マ
マ

大
好
き
♥

家
族
が
で
き
た
喜
び
―
、

あ
ら
た
め
て
両
親
に
感
謝
し
た
い
で
す

　
大お
お

村む
ら

詠え
い

一い
ち

さ
ん
は
、エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
愛

す
る
町
民
で
す
。全
国
で
活
動
を
し
な
が
ら

も
、大
津
町
に
住
み
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
大
村
さ
ん
に
娘
が
生
ま
れ
て
も
う
す

ぐ
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。昨
年
11

月
に
誕
生
し
た
長
女
玲た
ま

緒お

ち
ゃ
ん
。詠
一
さ

ん
は
、立
派
な
お
父
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
母
で
あ
る
利
恵
さ
ん
の
影
響
で
４
歳
か

ら
始
め
た
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
。今
で
は
、詠
一

さ
ん
は
日
本
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
界
の
第
一
人

者
に
な
り
、彼
を
語
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。努
力
を
重
ね
続
け
、

２
０
０
２
、０
３
年
に
は
、ユ
ー
ス
部
門
で
世

界
一
に
な
り
、２
０
０
８
年
に
は
全
日
本
選

手
権
一
般
の
部
で
男
子
シ
ン
グ
ル
優
勝
。こ

れ
か
ら
、ま
す
ま
す
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、詠
一
さ
ん
に
は
自
ら
が
「
個
性
」

と
話
す
病
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
１
型
糖
尿

病
」―
。す
い
臓
の
β
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、イ

ン
ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
な
く
な
る
病
気
で

す
。１
型
糖
尿
病
は
、生
活
習
慣
の
影
響
に
よ

る
２
型
糖
尿
病
と
違
っ
て
、自
己
免
疫
性
疾

患
で
す
。

　
８
歳
の
と
き
に
突
然
発
症
し
た
詠
一
さ
ん

は
、悩
み
、苦
し
み
ま
し
た
。し
か
し
、学
校
で

自
分
の
病
気
を
打
ち
明
け
た
こ
と
で
、周
り

の
友
達
は
、理
解
し
、協
力
し
て
く
れ
た
の
で

す
。個
性
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
多
く
の

人
と
知
り
合
い
、つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
個
性
が
あ
っ
た
か
ら
、今
の
僕
が
あ

る
」と
話
す
詠
一
さ
ん
。結
婚
し
て
、娘
が
生

ま
れ
た
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

で
す
。「
一
番
支
援
し
た
方
が
い
い
と
き
に
支

援
で
き
る
よ
う
な
親
に
な
り
た
い
で
す
。自

分
の
何
か
を
犠
牲
に
す
れ
ば
支
援
で
き
る
の

な
ら
、そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話

す
詠
一
さ
ん
の
顔
は
父
の
顔
で
し
た
。家
族

が
で
き
る
こ
と
で
夢
を
捨
て
て
し
ま
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。夢
へ
の
進
み
方
が
変
わ

り
、家
族
の
人
数
だ
け
、夢
は
も
っ
と
も
っ
と

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

親
に
な
っ
て
親
に
感
謝

　

詠
一
さ
ん
は
、両
親
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
話
し
ま
す
。「
子
ど
も
が
生
ま
れ

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
娘
の
出
産
で
初
め

て
感
じ
ま
し
た
。病
気
を
隠
さ
ず
生
き
て
き

て
、エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
で
経
済
的
に
も
迷
惑
を

か
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、親
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」。結
婚
し
て
実
家

に
み
ん
な
で
住
ん
で
は
い
ま
す
が
、家
族
が

反
対
し
て
い
た
ら
、自
分
た
ち
は
ど
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
か
、分
か
ら
な
い
と
話
し
ま
す
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
続
け
て
い
た
か
ら
、
糖

尿
病
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
人
と
の
出
会
い
で
、
い
ろ
ん
な
考

え
方
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
族
が
増

え
た
お
か
げ
で
違
う
出
会
い
が
生
ま
れ
ま
し

た
。「
結
婚
や
出
産
で
、
す
ご
く
充
実
し
た

２
０
１
０
年
、
２
０
１
１
年
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
二
人
か
ら
は
、
玲

緒
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
愛
情
が
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

出
会
い
、そ
し
て
新
し
い
命

　

妻
の
あ
ず
さ
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
の
は
、

大
学
生
の
と
き
で
し
た
。あ
ず
さ
さ
ん
は
、大

学
卒
業
後
、フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
き
、日
本
語
を

教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、結
婚
と
出
産
で
、そ
の
夢
は
し
ば
ら

く
お
休
み
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、彼
女
は
そ
れ
が
良
か
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　
「
も
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て
い
た
ら
、

（
詠
一
さ
ん
と
）結
婚
し
て
い
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、娘
は
か
わ
い
い
し
、今

が
幸
せ
で
す
。結
婚
し
て
良
か
っ
た
で
す
」と

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
二
人
は
、子
ど
も
を
授
か
っ
た
と
知
り
、不

安
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、自
分

た
ち
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
と
決
め
て
、

二
人
で
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。

　
詠
一
さ
ん
は
、エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
他
に
、同

じ
病
気
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、全

国
で
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
そ
れ
も
で
き
な
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の

普
及
も
兼
ね
て
い
る
し
、病
気
に
な
っ
た
か

ら
こ
そ
感
じ
た
こ
と
は
、他
の
人
に
は
話
せ

な
い
こ
と
で
す
。そ
れ
を
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
は
強
か
っ
た
で
す
」と
当
時
の
気
持
ち

を
話
し
ま
す
。で
も
、ど
う
に
か
し
よ
う
と
思

い
、必
死
に
行
動
す
る
る
と
、ど
う
に
か
な
る

も
の
で
す
。最
近
は
、仕
事
も
増
え
て
き
て
、

執
筆
の
依
頼
な
ど
も
来
て
い
る
そ
う
で
す
。

家
族
の
時
間
を
作
ろ
う

　
詠
一
さ
ん
一
家
は
、９
人
家
族
。な
か
な
か

二
人
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
私
は
、娘
中
心
の
生
活
な
の
で
、朝
も
夜
も

早
い
ん
で
す
が
、詠
一
さ
ん
は
練
習
を
夜
の

10
時
ま
で
し
て
、そ
れ
か
ら
他
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
、時
間
が
合
わ
な
い
ん
で
す
」と

話
す
あ
ず
さ
さ
ん
。仕
事
を
し
て
い
る
と
お

互
い
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、そ
れ
で
も
で
き
る
こ
と
を

や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
詠
一
さ
ん
は
、子

育
て
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。玲
緒
と
遊
ん
で
、お
風
呂
に
入
れ
て
く

れ
る
の
で
、助
か
っ
て
い
ま
す
。お
互
い
が
分

担
し
て
や
っ
て
い
る
感
じ
で
す
ね
」―
。そ
の

家
族
の
理
想
形
は
家
族
で
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

夢
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
る
こ
と
で
、自

分
の
夢
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
変
わ
り
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
は
単
純
に
結
果
を
残
す
だ
け
で

良
か
っ
た
の
で
す
が
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
る
こ
と
も
、家
族
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

も
、自
分
の
夢
に
な
り
ま
し
た
」と
詠
一
さ
ん

は
夢
が
増
え
た
こ
と
を
喜
び
ま
す
。

　

そ
し
て
、娘
に
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら

せ
て
あ
げ
た
い
と
話
す
詠
一
さ
ん
と
あ
ず
さ

さ
ん
。そ
の
子
に
と
っ
て
大
事
な
瞬
間
を
大

切
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、子
ど
も
の
た
め

１．講演依頼も多い。壇上に
立たずに、観客と同じ高さで
話すのが大村詠一流講演だ／
２．妹２人ときょうだいで競
技に参加する。３人の息は
ぴったり。トリオでも２回、
日本一に輝いている

Eiichi Ohmura & Azusa & Tamao １ ２
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有
あ

り難
が と

うって
伝えよう

も
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
が
わ
が
子

の
誕
生
で
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ
と

で
、
自
分
の
夢
が
無
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
髙
見
浩
一
さ
ん
の
よ
う
に

大
志
さ
ん
と
一
緒
に
親
子
で
太
鼓
の
道

を
歩
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
大
村
詠
一

さ
ん
の
よ
う
に
娘
を
育
て
な
が
ら
自
分

の
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
夢
は
、
一
人
で
か
な
え
る
も
の
で

は
な
く
、
大
切
な
人
と
一
緒
に
か
な
え

る
も
の
な
の
で
す
。

　

わ
が
子
を
見
て
思
う「
こ
の
子
の
た

め
な
ら
死
ね
る
」と
い
う
感
情
。
そ
れ

が
「
無
償
の
愛
」
な
の
で
し
ょ
う
。
無

償
の
愛
は
、
人
々
を
温
か
く
包
み
、
幸

せ
に
し
ま
す
。

　
自
己
中
心
的
な
考
え
で
は
な
い
「
無

償
の
愛
」。
こ
の
世
の
中
で
、
そ
れ
を

知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
当
の
意
味

で
人
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
大
津
の「
未
来

へ
の
愛
情
」に
他
な
り
ま
せ
ん
。
本
当

に
大
切
な
の
は
、
次
世
代
に
残
し
て
い

く
こ
と
な
の
で
す
。

　
決
し
て
、
自
分
の
た
め
だ
け
に
行
動

す
る
こ
と
が
駄
目
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
が
、
大
好
き
な
人
が
、

笑
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
ど
ん
な
努
力
も

惜
し
く
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
持
っ

　
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
瞬
間
、
耳
に
響

く
大
切
な
わ
が
子
の
泣
き
声
。
こ
の
世

に
起
き
る
素
晴
ら
し
い
奇
跡
で
あ
る
命

の
誕
生
に
感
謝
し
「
自
分
の
一
生
を
懸

け
て
、
こ
の
子
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と

誓
い
ま
す
。
そ
の
誓
い
は
、
い
つ
ま
で

も
親
の
心
に
残
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
子

ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
も
一
緒
。
自
分

の
身
長
を
超
え
て
も
、
力
が
強
く
な
っ

て
も
、
自
分
の
子
ど
も
は
大
切
な
子
ど

も
で
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
、

「
有あ

り
難が
た

し
」
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

奇
跡
の
よ
う
な
、
有
り
得
な
い
こ
と
に

感
謝
す
る
こ
と
が
「
あ
り
が
と
う
」
な

の
だ
と
―
。

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
有
り
難
う
」。

「
生
ん
で
く
れ
て
有
り
難
う
」。

　
当
た
り
前
に
あ
る
よ
う
な
出
来
事
に

理
屈
で
は
な
く
感
謝
し
続
け
な
が
ら
、

人
は
成
長
を
続
け
ま
す
。
だ
か
ら
、
私

た
ち
は
苦
し
い
と
き
で
も
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
人
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
夢
を
持

ち
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
走

り
続
け
ま
す
。
か
な
え
た
い
夢
は
、
人

生
を
重
ね
る
う
ち
に
次
第
に
変
化
し
な

が
ら
、
人
生
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、

自
分
の
人
生
は
、
自
分
の
た
め
だ
け
の

て
ほ
し
い
の
で
す
。
自
分
に
子
ど
も
が

い
な
く
て
も
、全
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
未
来
へ
の
愛
情
」は
残
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会
に
お
い
て
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
「
明
日
死
ぬ
か
の
よ
う
に
生
き
ろ
。

永
遠
に
生
き
る
か
の
よ
う
に
学
べ
」

（L
ive as if yo

u
 w

ere to
 d

ie 

tom
orrow

. Learn as if you w
ere to 

live forever.

）

　
イ
ン
ド
の
政
治
家
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン

ジ
ー
の
言
葉
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
、
知

り
得
た
こ
と
は
、
自
分
に
生
か
せ
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
に
も
生
か

し
て
、
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
第
一
の
夜
明
け
」
の
前
か
ら
、
大

津
の
先
人
た
ち
は
、
そ
れ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
今
の
大
津
町
が
あ
る

の
で
す
。「
日
本
一
子
育
て
に
夢
が
持

て
る
町
」
は
そ
う
い
っ
た
積
み
重
ね
が

あ
っ
て
こ
そ
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、
自
分
た
ち

も
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も

に
愛
情
を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
を
褒
め

て
、
感
謝
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
ま
ち
は
人
が
つ
く
る
」。

　
何
年
た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
、
不
変

の
も
の
で
す
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
１
０
０
年
後
の
大
津
町
を
私

た
ち
で
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
特
集
「
有
り
難
う
」　
終

Epilogue終章
有
あ

り難
が と

う
特集
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　ねんりんピック 2011 熊本は、いよい
よ 10月 15日（土）に開幕します。
　大会は 60 歳以上の人を中心としたス
ポーツと文化の祭典です。全国から 1万
人以上の選手が熊本を訪れます。大津町で
は 10月 15 日（土）～ 10月 17 日（月）
まで、大津町運動公園をメーン会場にサッ
カー交流大会が開かれます。
　47 都道府県 56チームの選手約 1,000
人が参加し、3日間の熱戦を繰り広げます。
大会期間中は、多くの皆さんに会場へ足を
運んでもらえるように、肥後大津駅南口～
大津町運動公園間をシャトルバスで無料運
行します。

期　日 内　容 時　間 場　所

15 日
( 土 )

総合開会式 9：30 ～
13：00

県民総合運動公園

陸上競技場

開始式 15：45 ～
17：00

町運動公園総合体育館

メインアリーナ

16 日
( 日 ) 交流試合 9：00 ～

16：10
町運動公園　球技場

競技場、多目的広場 A・B

17 日
( 月 )

交流試合 9：00 ～
15：15

町運動公園　球技場

競技場、多目的広場 A・B

閉会式 15：30 ～
16：15

町運動公園球技場

会場終了式 15：30 ～
16：15

県民総合運動公園
ラグビー場

期日 場所・時間 対戦カード

16 日
( 日 )

町運動公園
12：40 ～ 13：25

熊本県ランザ vs 奈良県

神戸市 vs 熊本県 KOK

県民総合運動公園
12：40 ～ 13：25 広島県 vs 熊本県選抜

17 日
( 月 )

町運動公園
9：55 ～ 10：40
14：30 ～ 15：15

東京都 Avs 熊本県選抜

愛知県 vs 熊本県 KOK

宮城県 vs 熊本県選抜

栃木県 vs 熊本県 KOK

県民総合運動公園
10：50 ～ 11：35
14：30 ～ 15：15

熊本県ランザ vs 石川県

熊本県ランザ vs 愛媛県

大津駅発 町運動公園着
7：15 7：30
7：45 8：00
8：35 8：50
9：20 9：35
10：05 10：20
10：50 11：05
11：30 11：45
12：15 12：30
13：30 13：45
13：45 14：00
14：50 15：05
15：40 15：55
16：45 17：00

町運動公園発 大津駅着
7：30 7：45
8：20 8：35
9：05 9：20
9：50 10：05
10：35 10：50
11：45 12：00
12：00 12：15
13：30 13：45
13：45 14：00
14：35 14：50
15：25 15：40
16：30 16：45
17：00 17：15

肥後大津駅南口

シャトルバス無料運行（16日～17日）

ねんりんピック
大会日程

熊本県チーム試合日程

「うちわに色をぬったよ！」
杉水保育園のらいおんグループ

熊
本
県
代
表
　
大
津
町
選
手
紹
介

大津町運動公園

▽参加年齢は 60 歳以上
▽試合時間は 40 分（前後半 20 分）
▽選手交替は 8 人以内で再出場可能
▽ショルダーチャージ、スライディングタックルなどは禁止
▽試合球は軽量球380gを使用
▽競技は 14 ブロック各 4 チームのリーグ戦

大会ルール

▶問い合わせ　
　ねんりんピック2011熊本　大津町実行委員会事務局
　☎（293）3114

　町民の皆さんには、大津町を訪れた人
へのおもてなしを行っていただくだけで
はなく、試合を観戦して、選手の皆さん
が頑張っている姿を見ていただきたいと
思っています。ねんりんピックを通して、
サッカーの楽しさを知り、自分の老後の
健康について考えていただけたら幸いで
す。健康の維持には、趣味やスポーツを
継続していくことが大切です。ぜひ、会
場へ足を運んで試合を観戦して、健康の
秘訣を探してください。私たち、ねんり
んピック実行委員会も一丸となって全力
で頑張ります。

　杉水保育園らいおんグループの園児たちが、
9 月５日、ねんりんピックの応援と歓迎用につ
くられたうちわの色塗りを行いました。
　色塗りの途中に ASO 坊健太くんがやってき
て、園児たちは大喜び！最後はみんなで記念写
真を撮りました。

県民総合運動公園行きのシャトルバスもあります。

ねんりんピック 2011 熊本
大津町実行委員会

家入　勲　会長

卓球

大
お お

塚
つ か

憲
の り

章
あ き

 選手

グラウンド・ゴルフ

山
や ま

口
ぐ ち

義
よ し

文
ふ み

 選手

グラウンド・ゴルフ

犬
い ぬ

賀
が

初
は つ

次
じ

 選手

グラウンド・ゴルフ

坂
さ か

田
た

信
の ぶ

秀
ひ で

 選手

グラウンド・ゴルフ

緒
お

方
が た

髙
た か

重
し げ

 選手

ソフトテニス

鈴
す ず

木
き

智
と も

德
の り

 選手

ソフトテニス

谷
た に

脇
わ き

敏
と し

夫
お

 選手

マラソン

杉
す ぎ

水
み ず

数
か ず

幸
ゆ き

 選手

弓道

大
お お

塚
つ か

美
み

樹
き

子
こ

 選手

ボウリング

神
か ん

㟢
ざ き

　貴
たかし

 選手
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「
子
ど
も
の
人
権
」

　
子
ど
も
の
く
せ
に
…
子
ど
も
だ
か
ら
…

と
、
一
方
的
に
決
め
つ
け
て
し
ま
う
気
持

ち
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
人
権
侵

害
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
身
体
的
虐
待
」…
平
手
で
た
た
く
、
げ
ん

こ
つ
で
殴
る
、
つ
ね
る
、
け
る
、
物
を
投

げ
つ
け
る
、
引
き
ず
り
ま
わ
す
、
タ
バ
コ

の
火
を
押
し
つ
け
る
、
戸
外
に
放
置
す
る

な
ど
。
外
傷
を
残
す
、
残
さ
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
子
ど
も
を
傷

つ
け
る
こ
と
。

「
心
理
的
虐
待
」…
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
行

為
。
日
常
的
に「
バ
カ
」「
ア
ホ
」な
ど
と
の

の
し
っ
た
り
す
る
言
葉
に
よ
る
暴
力
。
あ

る
い
は
行
動
や
人
格
を
こ
と
ご
と
く
否
定

す
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
、
子
ど
も
に
心

理
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

「
性
的
虐
待
」…
あ
る
年
齢
ま
で
の
間
に
当

事
者
が
成
人
や
年
上
の
他
人（
親
な
ど
親

族
を
含
む
）に
さ
れ
た
性
的
な
行
為
を
意

味
し
、
当
事
者
が
そ
の
行
為
を
強
制
さ
れ

た
も
の
、望
ま
な
い
も
の
、嫌
悪
感
を
い
だ

く
も
の
と
感
じ
た
場
合
を
さ
し
、
あ
ら
ゆ

る
形
態
で
の
性
的
な
接
触
、
お
よ
び
性
的

な
目
的
で
子
ど
も
を
利
用
す
る
こ
と
。

「
ネ
グ
レ
ク
ト
」…
養
育
の
怠
慢
・
拒
否
。

子
育
て
を
放
棄
し
た
り
、
あ
る
い
は
家
族

の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
も
せ
ず
、

そ
の
子
の
存
在
自
体
を
無
視
し
た
り
し
て

愛
情
を
か
け
な
い
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
子
ど
も
の
人
権

侵
害
は
、
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た

事
件
が
増
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
虐
待
の

ケ
ー
ス
で
は
、
い
ず
れ
か
の
一
つ
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
４
つ
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
起

き
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
に
大
き
な

傷
が
残
り
、
▼
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い

▼
対
人
関
係
が
苦
手
▼
自
傷
行
為
▼
人
格

障
害
▼
自
分
自
身
の
子
ど
も
へ
の
虐
待
な

ど
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
最
近
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ

た
虐
待
が「
揺
さ
ぶ
ら
れ
っ
子
症
候
群
」と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
泣
き
や

ま
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
腹
を
立
て
て
、
前
後

に
激
し
く
揺
す
る
こ
と
で
硬
膜
下
出
血
や

網
膜
出
血
な
ど
の
重
大
な
中
枢
神
経
障
害

を
引
き
起
こ
す
虐
待
で
す
。
通
常
の
育
児

で
は
ほ
と
ん
ど
起
き
る
こ
と
は
な
く
、
あ

や
す
と
き
も
普
通
に
揺
ら
し
て
あ
げ
る
程

度
な
ら
問
題
な
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
小

さ
な
命
ま
で
も
が
大
人
の
手
に
よ
っ
て
奪

わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
泣
く
こ
と

し
か
で
き
な
い
乳
幼
児
は
、
他
の
虐
待
に

比
べ
て
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
。

　
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
子
ど
も

の
意
見
に
も
っ
と
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
の

権
利
や
人
権
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
、

自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
な
子
を
育
て

る
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
を
連
携
を
図
り

な
が
ら
創
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

さまざまな人権を
考える
前回からのシリーズでさまざまな人権問題について考え
ていきたいと思います。今回は、「子どもの人権」を紹介
します。

［問い合わせ］　町人権啓発福祉センター （役場人権推進課 人権推進係）
　　　　　　　☎（293）7920

児童館ふれあいデー

　地域の皆さんとの楽しいふれあいを目的
に、「児童館ふれあいデー」を、９月３日に
児童館で開催しました。当日は、人形芝居

「かすぺる」による人形劇、地域の皆さんに
よるバザー（野菜・豚汁など）や抽選会があ
りました。
　あいにくの天気でしたが、子どもから高
齢者まで多くの皆さんが来てくれ、「ふれ
あいデー」の名にふさわしい、触れ合いがあ
ふれた1日でした。

人
権
ニ
ュ
ー
ス

すこやか通信
健康福祉課　健康推進係　☎（293）3510 H e a l t h  C o m m u n i c a t i o n

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
が
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み

な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に

広
が
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し

ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、
38
℃
以
上
の
発
熱
や
せ
き
、

喉
の
痛
み
、
全
身
の
倦
怠
感
や
関
節
の
痛
み
な
ど
の
全

身
症
状
が
あ
り
ま
す
。
流
行
の
ピ
ー
ク
は
1
月
か
ら

2
月
ご
ろ
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
と
る

　
体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
で
感
染
し
に

く
く
な
り
ま
す
。 

②
人
混
み
を
避
け
る

　
病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
な
温
度・湿
度
を
保
つ

　
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・
乾
燥
を
好
み
ま
す
。
加
湿
器
の

利
用
や
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
な
ど
を
室
内
に
干
す
な
ど
し

て
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
手
洗
い・う
が
い
を
こ
ま
め
に
す
る

　
手
洗
い
は
、
接
触
に
よ
る
感
染
を
、
う
が
い
は
、
喉

の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒

液
で
手
を
消
毒
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

⑤
マ
ス
ク
を
利
用
す
る

　

予
防
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
人
が
着
用
す
る
こ
と
で
、
せ
き
や
く
し
ゃ

み
に
よ
る
感
染
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

症
状
が
で
た
ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

　

全
身
症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
と
、
短
期
間
に
大
勢
の
人
を
巻
き
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
妊
婦
、
持
病
が

あ
る
人
は
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
の
で
、
主
治
医
と

相
談
し
て
で
き
る
だ
け
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、
も
し

発
症
し
て
も
重
い
症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
が
十
分
な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
は
接
種

後
約
2
週
間
後
か
ら
約
5
カ
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
12
月
中
旬
ま
で
に
は
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

町
が
行
う
予
防
接
種

満
１
歳
以
上
～
64
歳
の
町
民

13
歳
未
満
は
２
回
接
種
、13
歳
以
上
は
1
回
接
種

定
期
接
種

65
歳
以
上
の
町
民　
1
回
接
種

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
に
重

い
病
気（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）の
あ
る
人
は

役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
期
間　
10
月
１
日
～
12
月
末

※
医
療
機
関
で
異
な
る
た
め
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
費
用　
１
回
に
つ
き
自
己
負
担
金
１
，
５
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

▼
住
所
が
分
か
る
も
の（
保
険

証・免
許
証
な
ど
）▼
印
か
ん
▼
母
子
手
帳

・注
意

①
必
ず
医
療
機
関
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
②
予

診
票
は
役
場
ま
た
は
指
定
の
医
療
機
関
に
用
意
し
て

い
ま
す
。
③
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
事
前
に
健
康
福
祉
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町内接種医療機関
医療機関名 電話番号 住所

あらいクリニック ☎（293）2358 錦野３９４
いしはら皮ふ科クリニック ☎（293）3003 室２１５－８
岩倉整形外科医院 ☎（293）8888 室５３２－１

勝久病院 ☎（293）5000 室２６１－９
熊本セントラル病院 ☎（293）7939 室９５５

さとう医院 ☎（293）2550 室３７７－１
しばた内科クリニック ☎（293）2050 室５５

竹田津医院 ☎（293）2521 室１５６
たしろクリニック ☎（340）3220 大津１２１２－２７

樽美外科整形外科医院 ☎（293）2100 大津１１７７
なみかわ小児科 ☎（293）1163 室９５９
野沢内科医院 ☎（293）8000 大津１４８３－１
ふくだ医院 ☎（293）2771 大津１２１０－５

みやざきクリニック ☎（294）2100 室１２１－１
宮本内科医院 ☎（293）1700 室５３９－１０
山縣内科医院 ☎（293）4430 大津２０５７

委託している医療機関は他にもあります。役場やかかりつけの医療機関へお尋ねください。

↑みんなで一緒にお食事♪

←人形劇に子どもたちはくぎ付け！
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歌と落語で届ける復興の思い

大規模災害時の危機管理

東日本大震災復興支援チャリティー

九州地方整備局と災害時応援協定を締結

　「東日本大震災復興支援チャリティー～歌と落語の夕
べ～」は、８月17日、町老人福祉センターで行われまし
た。これは被災地復興支援の会が主催したもので、公演
では大津町少年少女合唱団の合唱や、大津町出身の噺家
である三

さん
遊
ゆう
亭
てい
好
こう
太
た
郎
ろう
さんによる落語と被災地の報告が行

われました。当日は義援金の受け付けを行い、集まった
義援金157,812円は全額寄付されました。

大津中女子バレー部が全国３位！

アメリカ　イズ　ビッグ！

全日本中学校バレーボール選手権大会

ヘイスティングズ市へホームステイ

　「第41回全日本中学校バレーボール選手権大会」は、
８月17日～20日に大阪市で開催され、大津中学校女子バ
レーボール部が３位に入賞しました。女子バレーの全国
３位は熊本県では30年ぶりの快挙です。この活躍で、古

こ

賀
が
紗
さ
理
り
那
な
さん、高

たか
田
た
美
み
鈴
すず
さんが全日本中学生バレーボー

ル選抜強化選手に選ばれ、古賀さんは全国都道府県対抗
中学バレーボール大会県代表選手にも選ばれています。

日本一を目指して今後も頑張ってください！好太郎さんは、古里である大津町で被災地の状況を話しました

泣いて笑って　一緒に歩んだ50年　 金婚夫婦表彰

　「第53回金婚夫婦表彰式」（熊本日日新聞社巡回表彰）は、９月
６日、町生涯学習センターで行われ、今年めでたく金婚を迎えた
40組の夫婦が表彰されました。式は、髙

たか
見
み
春
はる
代
よ
さん（引水）のお祝

いの歌で幕を開け、家入町長が「今日の大津町があるのは皆さんの
おかげです。皆さんの見識を町政に生かしてください」とあいさ
つ。代表して松山勘一さん・三重子さん夫婦（大津）に、同社の表彰
状と記念品が贈られました。また、町からも代表の藤森敏政さん・
キクノさん夫婦（引水）に記念品が贈られました。最後に、表彰者
を代表して荒木繁德さん（中島）がお礼を述べました。

荒あ
ら

木き

　
繁し

げ

德の
り

輝て
る

子こ

松ま
つ

山や
ま

　
勘か

ん

一い
ち

三み

重え

子こ

藤ふ
じ

森も
り

　
敏と

し

政ま
さ

キ
ク
ノ

田た

代し
ろ

　
一い

っ

成せ
い

昭あ
き

子こ

榊さ
か
き

原ば
ら

　
信の

ぶ

章あ
き

早さ

苗な
え

野の

口ぐ
ち

　
秀ひ

で

次つ
ぐ

サ
ツ
子こ

西に
し

垣が
き

　
建た

て

夫お

桂け
い

子こ

菊き
く

池ち

　
鶴つ

る

雄お

シ
ズ
カ

田た

代し
ろ

　
　
湊み

な
と

ツ
ヨ
ノ

西に
し

村む
ら

　
家か

住ず
み

ハ
ツ
ヨ

後ご

藤と
う

　
譽た

か

富よ
し

美よ
し

子こ

谷た
に

川か
わ

　
幹み

き

也や

久く

美み

子こ

豊と
よ

岡お
か

　
隆た

か

雄お

京き
ょ
う

子こ

岩い
わ

下し
た

　
英え

い

二じ

チ
ヤ
子こ

江え

藤と
う

　
哲て

つ

夫お

貴き

惠え

子こ

尾お

田だ

　
　
護ま

も
る

タ
ミ
子こ

林は
や
し

　
　
末す

え

晴は
る

レ
イ
子こ

藤ふ
じ

原わ
ら

　
熊く

ま

男お

ト
ミ
子こ

橋は
し

村む
ら

　
義よ

し

行ゆ
き

カ
イ
子こ

後ご

藤と
う

　
誠せ

い

也や

ミ
チ
子こ

届出順、敬称略

金婚おめでとうございます

40 通りの 50年がある―
金婚夫婦40組

宇う

野の

　
堅か
た

雄お

祓ふ
つ

子こ

佐さ

藤と
う

　
一い

っ

誠せ
い

テ
ル
子こ

福ふ
く

田だ

　
一か

ず

男お

ユ
リ
子こ

近こ
ん

藤ど
う

　
眞し

ん

平ぺ
い

房ふ
さ

枝え

木き

村む
ら

　
政ま

さ

春は
る

啓け
い

子こ

馬ま

籠ご
め

　
吉き

ち

次じ

ミ
チ
子こ

大お
お

塚つ
か

　
照て

る

彌や

淳じ
ゅ
ん

子こ

今い
ま

村む
ら

　
数か

ず

人と

二ふ

千じ

子こ

宮み
や

﨑ざ
き

　
久ひ

さ

雄お

順よ
り

子こ

宮み
や

﨑ざ
き

　
謙け

ん

二じ

カ
ズ
子こ

中な
か

村む
ら

　
芳よ

し

雄お

タ
キ
子こ

伊い

籘と
う

　
良り

ょ
う

一い
ち

弘ひ
ろ

子こ

大お
お

塚つ
か

　
秋あ

き

人と

フ
ヂ
子こ

稲い
な

富ど
み

　
一い

ち

郎ろ
う

タ
ツ
子こ

野の

口ぐ
ち

　
尊た

か

明あ
き

喜き

代よ

子こ

石い
し

原は
ら

　
　
守ま

も
る

ミ
エ
子こ

原は
ら

野の

　
壽ひ

さ

雄お

ナ
ミ
エ

藤ふ
じ

由よ
し

　
幸こ

う

靖せ
い 

タ
カ
エ

髙た
か

原は
ら

　
光み

つ

義よ
し

洋よ
う

子こ

大お
お

村む
ら

　
　
剛こ

わ
し

實み

伊い

子こ

　九州地方整備局と菊池地域・阿蘇地域の２市５町３村
は、8月４日、大規模災害時の応援に関する協定を締結
しました。協定は、大規模な災害が発生またはその恐れ
がある場合の応援に関する内容などを定め、被害の拡大
や二次災害の防止が目的です。災害時の支援を要請する
場合の具体的な内容を決定することで、迅速な応援要請
や緊急時の対応が可能になる効果が期待されます。

　町の中高生が７月23日から12日間、研修生として、姉
妹都市であるヘイスティングズ市に行ってきました。そ
れぞれ目的を持って出発した8人の学生たちは、現地の家
庭にホームステイし、異国の地で多くの経験を積んで帰
国しました。学生たちは「アメリカは大きかった」「たく
さんの人たちに出会えてよかった」「送り出してくれた両
親に感謝したい」と国際交流の素晴らしさを語りました。

消防車の前で　「ピース」！協定締結後に握手を交わす上田副町長と熊本国道河川事務所長
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都
市
対
抗
野
球
大
会
（
京
セ
ラ
ド
ー
ム・

大
阪
市
）
で
「
ホ
ン
ダ
熊
本
」
を
応

援
す
る
「
町
民
応
援
団
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

１
回
戦　
10
月
26
日
（
水
）　
午
後
６
時
～

　
60
人
程
度　
（
26
日
～
27
日
の
１
泊
２
日
）

２
回
戦　
10
月
28
日
（
金
）　
午
後
２
時
～

　
20
人
程
度　
（
日
帰
り
）

決
勝
戦　
11
月
１
日
（
火
）　
午
後
６
時
～

　
20
人
程
度　
（
１
日
～
２
日
の
１
泊
２
日
）

　
（
２
回
戦
、
決
勝
戦
は
ホ
ン
ダ
熊
本
が
勝

ち
残
っ
た
場
合
の
み
実
施
）

※
往
復
の
新
幹
線
と
宿
泊
先
は
町
が
指
定
し

　
ま
す
。
延
泊
や
便
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
負
担
金　

１
回
戦
・
決
勝　
１
２
，
６
０
０
円

　
　
　
　
　
２
回
戦　
　
　
　
１
０
，
２
０
０
円

※
負
担
金
は
、
新
幹
線
料
金
と
宿
泊
費
の
一

　
部
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
食
事
代
や
現
地
で

　
の
交
通
費
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の

　
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
集
合
・
解
散　

大
津
町
役
場
ま
た
は
本
田

　
技
研
工
業
㈱
熊
本
製
作
所

▼
申
込
方
法　
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
連
絡
先
、
携
帯
電
話
番
号
、

希
望
す
る
試
合
日
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
か

フ
ァ
ク
ス
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　
10
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
（
必
着
）

▼
応
募
先　
〒
８
６
９
―
１
２
９
２（
住
所
不
要
）

　
大
津
町
役
場　
商
業
観
光
課
内

「
都
市
対
抗
野
球　
町
民
応
援
団
募
集
」
係

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
当
否

を
ご
連
絡
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
年
も
『
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
お
お
づ
』
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　
本
田
技
研
工
業
㈱
熊
本
製
作
所
内

　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
Ｈ
Ｓ
Ｒ
九
州
・
か
ら

　
い
も
畑

参
加
者
募
集
！

①
か
ら
い
も
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
部
門

▼
募
集　
料
理
部
門
・
お
菓
子
部
門

▼
応
募
方
法　
応
募
用
紙
を
提
出

▼
応
募
締
切　
10
月
21
日
（
金
）

②
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
部
門

▼
募
集　
か
ら
い
も
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

　
　
　
　
ド
を
こ
め
た
絵
手
紙

▼
応
募
方
法　
は
が
き
に
絵
と
文
章
を
描
い

　
　
　
　
　
　
て
提
出

▼
応
募
締
切　
10
月
21
日
（
金
）

　
応
募
作
品
の
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

③
啓
発
出
店

▼
募
集　
活
動
Ｐ
Ｒ
テ
ン
ト
出
店

　
　
　
　
（
町
内
の
団
体
に
限
る
）

▼
応
募
方
法　
事
業
計
画
書
を
提
出

▼
応
募
締
切　
10
月
７
日
（
金
）

④
当
日
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人

▼
応
募
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

▼
応
募
締
切　
10
月
21
日
（
金
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
・
事
業
計
画
書
は
大
津
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先　
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
（
明
日
の
観
光
大
津
を
創
る

会
事
務
局
）

10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日（
日
）ま
で
、

秋
の
「
行
政
相
談
週
間
」
が
全
国
一

斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
ご
相
談
を
…

　
国・県・町
な
ど
の
行
政
機
関
に
対
し
、「
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
ご
意
見
や

要
望
、
苦
情
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
熊
本

行
政
評
価
事
務
所
が
開
催
す
る
一
日
合
同
行

政
相
談
を
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
10
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
相
談
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

　
ア
10
階　
パ
レ
ア
ホ
ー
ル

▼
名
称　
熊
本
行
政
な
ん
で
も
相
談
所

▼
問
い
合
わ
せ　
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
（
３
２
４
）
１
６
６
２

大
津
町
で
も
一
日
合
同
相
談
を
開
催
し
ま
す

町
で
も
「
行
政
相
談
週
間
」
に
併
せ
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
対
し
、
正
確
な
情
報
提
供
と
適
切
な
助
言

が
で
き
る
よ
う
、
相
談
事
業
を
同
時
に
開
催

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
10
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
場
所　
役
場
４
階　
大
会
議
室　
他

▼
相
談
内
容　

　
・
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
・
行
政
相
談

　
・
人
権
相
談

　
・
心
配
ご
と
相
談

　
・
消
費
生
活
相
談

都市対抗野球「Honda 熊本」町民応援団募集！保育所・幼稚園　入所・入園募集！

からいもフェスティバル in おおづ

一日合同相談　秋の行政相談週間

◦申し込み・問い合わせ　役場商業観光課　☎（293）3115　ファクス（293）4836◦申し込み・問い合わせは、下の問い合わせ先にお問い合わせください

◦問い合わせ　明日の観光大津を創る会事務局（役場商業観光課内）　☎（293）3115  ファクス（293）4836

◦問い合わせ　役場住民課　☎（293）3112

都市
対抗

子ども

から
いも

相談

平成24年度保育所入所のご案内です！
平成24年4月1日から保育所への入所を希望する人は、お申し込みください。

保育所名 定員 住所 問い合わせ

大津保育園 120 室１０８４－３ ☎ (293)2139
緑ヶ丘保育園 120 美咲野 3 丁目２２－４ ☎ (293)8300
一宇保育園 120 平川２２０ ☎ (293)2560
白川保育園 120 森６４ ☎ (293)2194
杉水保育園 140 杉水３２５１ ☎ (293)8156

大津いちご保育園 120 陣内２０３２- １ ☎ (294)9407

■手続き　	 	 役場子育て支援課で申込書を受け取り、必要事項を記入して提出してください。
■書類の配付・受付期間	 11 月１日（火）～ 11月 30日（水）
■入所基準　	 	 保育所へは、保護者と同居の親族が仕事や病気などで、
	 	 	 児童の保育ができないと認められる場合に入所ができます。
■申し込み・問い合わせ	 役場子育て支援課　　☎（293）5981

平成24年度町立・私立幼稚園児を募集！
平成24年4月1日から町内幼稚園への入園を希望する園児を募集します。

大津幼稚園 陣内幼稚園

募集人数

年長   ３人 10 人

年中   4 人 若干名

年少 49 人 20 人

メッセージ

毎日明るく伸び伸び
と過ごしている子ど
もたちでいっぱいで
す。

にっこり笑顔でたっ
ぷり遊びます。心も
体もすくすく育つよ
うに願っています。

申し込み
問い合わせ

大津幼稚園
☎ (293)2131

陣内幼稚園
☎ (293)2512

※募集人数を超えた場合は、町の規則で抽選になります。
　また町立の二つの園を併願することはできません。

大津音楽幼稚園 白川幼稚園

募集人数

年長 ー 若干名
年中 ー 12 人
年少 65 人 50 人

満３歳児 20 人 ー

メッセージ
10 月７日（金）に
体験入園・入園説明
会を行います。
受付：午前 10 時～

説明会を随時行って
います。園庭も開放
していますので、い
つでも遊びに来てく
ださい。

申し込み
問い合わせ

大津音楽幼稚園
☎ (293)7721

白川幼稚園
☎ (293)7550

■対象年齢
　年長（5歳児）平成18年 4月2日生～平成19 年 4年1日生
　年中（4歳児）平成19 年 4月2日生～平成 20年 4月1日生
　年少（3歳児）平成 20年 4月2日生～平成 21年 4月1日生
■手続き　　　入園希望の園で申込書を受け取り、必要事項を記入して提出してください。
■申込期間　　公立：11月１日（火）～ 11月 30日（水）　私立：11月１日（火）から定員になり次第締め切り
※保育料の減免制度や私立幼稚園入園料の補助が利用できる場合があります。詳しくは入園後に説明があります。

町立幼稚園 私立幼稚園

※ 4月に入所できる児童数は、各園の平成 23年度からの継続入所児童数で異なります。

29 28広報おおづ 2011.10 広報おおづ 2011.10



く ら し の 伝 言 板 く ら し の 伝 言 板

◦
日
時　
11
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

◦
場
所　
熊
本
再
春
荘
病
院

◦
入
場
料　
無
料

◦
内
容　

健
康
講
座
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

　
病
院
見
学
ツ
ア
ー
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
（
実

　
演
・
体
験
、
健
康
相
談
、
測
定
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
再
春
荘
病
院　
管
理
課　

☎
（
２
４
２
）
１
０
０
０

（
内
線
２
１
０
）

◦
日
時　
10
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

◦
場
所　
大
津
高
校　
体
育
館

◦
対
象　
本
校
生
徒
、
保
護
者
、 

一
般
の
人

◦
講
師　
金き
ん　
美び

齢れ
い
さ
ん
（
評
論
家
）

◦
演
題　
「
二
つ
の
祖
国
～
日
本
と
台
湾
～
」

◦
問
い
合
わ
せ　
大
津
高
校

☎
（
２
９
３
）
２
７
５
１

◦
日
時　
10
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
～
午
後
２
時

◦
場
所　
大
津
養
護
学
校
（
室
）

◦
内
容　
遊
び
場
、
作
業
製
品
の
販
売
、
各

　
種
バ
ザ
ー
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ　
大
津
養
護
学
校　

☎
（
２
９
３
）
０
４
８
６

◦
場
所　
泗
水
ホ
ー
ル
（
菊
池
市
）

◦
定
員　
４
０
０
人

◦
参
加
料　
無
料

◦
内
容
（
演
題
）  「
東
日
本
大
震
災
（
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
報
告
」「
被
災
地
復
旧
時
の
保
健

活
動
」「
国
立
病
院
機
構
に
お
け
る
心
の

支
援
活
動
～
菊
池
・
琉
球
病
院
合
同
チ
ー

ム
～
」「
被
災
地
派
遣
を
と
お
し
て
考
え

た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

◦
問
い
合
わ
せ

　
菊
池
郡
市
医
師
会
事
務
局　

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
１
８
１

入札日　平成２３年9月2日
工事（業務・備品）名 落札金額 落札業者名

（仮称）大津町まちづくり交流センター新築工事（建築） 71,925,000 村上建設㈱

子育て健康広場整備工事 107,100,000 長田建設㈱・㈲田中産業建設工事共同企業体

杉水地区支線18号他（２工区）管路施設工事 28,560,000 肥後木村組㈱

杉水地区幹線２号他（５工区）管路施設工事 35,070,000 ㈱宇都宮建設

あけぼの団地第３駐車場舗装工事 2,415,000 ㈲共栄

平成23年度防火水槽設置工事 3,818,850 日置建設㈲

（仮称）歴史文化伝承館改修工事 12,652,500 ㈱宇都宮建設

室団地住宅解体工事 3,685,500 ㈱宇都宮建設

あけぼの団地避難はしご改修工事 4,567,500 ㈲岩下建設

大津町障がい者基本計画及び障がい福祉計画策定業務委託 2,415,000 ㈱ぎょうせい

（仮称）大津町ビジターセンターＡＥＤ購入 242,550 綜合警備保障㈱熊本支社

（仮称）大津町ビジターセンター家電等備品購入 627,900 （資）本田電気商会

（仮称）大津町ビジターセンター什器等備品購入 不落

引水汚水枝線（1735号）他測量設計業務委託 3,465,000 ㈱大森エンジニアリング

大津町道路台帳整備業務委託 2,310,000 ㈱萩尾測量設計

都市計画道路駅前楽善線権利者集約業務委託 4,672,500 ㈱双葉組

公共工事等入札結果

　
障
害
の
あ
る
人
や
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。
精
神

保
健
福
祉
の
集
い
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時　
10
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

◦
場
所　
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
周
辺

◦
内
容　
ス
テ
ー
ジ（
１
人
だ
け
の
金
婚
式・

　
各
種
団
体
の
発
表
）
模
擬
店
・
展
示
・
実

　
演
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
（
２
９
３
）
２
０
２
７

　
対
象
と
な
る
年
齢
の
人
に
、が
ん
検
診（
子

宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
）
の
「
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」を
配
布
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
以
下
の
年
齢
で
基
準
日
（
平

成
23
年
４
月
20
日
）
に
町
在
住
の
人
で
す
。

基
準
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
差
し
替
え
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
課
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

◦
子
宮
頸
が
ん
…
前
年
度
に
20
・
25
・
30
・

35
・
40
歳
に
な
っ
た
女
性

◦
乳
が
ん
…
前
年
度
に
40
・
45
・
50
・
55
・

60
歳
に
な
っ
た
女
性

◦
大
腸
が
ん
検
診
…
前
年
度
に
40
・
45
・

50
・
55
・
60
歳
に
な
っ
た
人

　
が
ん
を
早
期
に
発
見・治
療
す
る
た
め
に
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
ク
ー

ポ
ン
券
は
９
月
下
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
11
月
中
旬
に
発

送
予
定
で
す
。
受
診
の
詳
細
は
、
同
封
の
説

明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

　
10
月
３
日
か
ら
役
場
で
は
、
町
民
を
対
象

に
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
原
則
、
県
や
そ
の
他
の
市
町

村
の
窓
口
で
申
請
・
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
は
、
申
請
日
か
ら
休
日

を
除
い
て
、最
短
で
11
日
か
か
り
ま
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
５
人
以
上
の
団
体
で
申
請
す
る
場
合
は
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
交
付
に
は
、
年
齢

に
関
係
な
く
必
ず
本
人
が
受
け
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

◦
場
所　
住
民
課

◦
開
設
時
間

　
申
請　
月
～
金　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
交
付　
月
～
金　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
の
受
け
付
け

　
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
課　
住
民
係

　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
２

　
税
務
署
で
の
相
談
は
、
相
談
内
容
に
よ
っ

て
、
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
、
電
話
な
ど
で
の
回
答
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
事
前
に
相
談

日
時
な
ど
を
予
約
し
て
も
ら
い
税
務
署
で
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
予
約
の
際
に
は
、
名
前
・
住
所
・
相
談
内

容
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

税
金
の
納
付
相
談
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ

　
菊
池
税
務
署

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
１
２
１

※
自
動
音
声
案
内

◦
日
時　
11
月
22
日
（
火
）・
25
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　
12
月
１
日
（
木
）　

　
午
前
９
時
～
正
午

◦
場
所　
町
中
央
公
民
館
中
会
議
室

◦
参
加
料　
無
料

◦
対
象
者　
町
内
外
の
女
性

◦
定
員　
20
人
（
原
則
と
し
て
全
て
に
参
加

　
で
き
る
人
）

◦
申
込
期
限　
11
月
10
日
（
木
）
※
先
着
順

◦
内
容　

　
11
月
22
日
（
火
）

　
「
人
生
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
ワ
ー
ク
・

　
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
！
」「
あ
な
た
に
と
っ

　
て
の
生
き
方
・
働
き
方
と
は
？
」

　
11
月
25
日
（
金
）

　
「
仕
事
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
」「
ラ
イ
フ

　
プ
ラ
ン
を
立
て
よ
う
」

　
12
月
１
日
（
木
） 

　
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
よ
う
」

◦
講
師　

　
緒
方
洋
子
、
江
副
ま
す
み
、
東
本
君
子

◦
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
１

◦
日
時　
10
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
窓
口
が
開
設

し
ま
す

税
務
署
で
の
相
談
は
事
前
の
予
約
を

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布

「
女
性
の
生
き
方
・
働
き
方
セ
ミ

ナ
ー
」参
加
者
募
集

大
津
養
護
学
校

「
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」

菊
池
郡
市
医
師
会
公
開
市
民
講
座

「
東
日
本
大
震
災
医
療
支
援
報
告
会
」

大
津
高
校 

く
ま
も
と
教
育
の
日 

講
演
会

再
春
荘
病
院「
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

第
13
回　

福
祉
ま
つ
り

　10 月分からの手当の受給は、受給し
ていた人も含め、要件に該当する全ての
人から請求をしてもらう必要がありま
す。該当すると思われる人には 10 月上
旬までに認定請求書を送付しますので提
出してください。
※ 10 月支払い分（９月までの手当）は
10 月 11 日に振り込みの予定です。

　４月に開催予定だった全日本モトク
ロス選手権は、東日本大震災により中
止となっていましたが、第９戦として
開催することになりました。ライダー
たちの熱い戦いにご期待ください。
●期日　11 月５日（土）～６日（日）
●場所　ＨＳＲ九州
●問い合わせ　
　九州モーターサイクルスポーツ協会
　☎ 092（473）2616

2011 ＭＦＪ全日本モトクロス選手権
シリーズ第９戦九州大会

▶問い合わせ　役場健康福祉課　福祉係　☎（293）351010月分から子ども手当
の内容が変わります 平成 23年

９月まで
平成 23年 10月～
平成 24年 3月

手当額 一律　13,000 円

０歳～３歳未満　　　15,000 円
３歳から小学校修了前

（第１子・第２子）　　10,000 円
（第３子）　　　　　　15,000 円
中学生　　　　　　　10,000 円

子どもの
居住要件 居住要件なし 日本国内に住所を有するもの

※留学などの場合を除く

町職員　人事異動　（9月 1日付）

職名・氏名　（　　）内は前職

総務部　人権推進課長
兼人権推進係長

阪梨　善行
（総務部 人権推進課長）

福祉部　保険医療課
国保・医療係長

吉住　憲司
（総務部 人権推進課 人権推進係長）

退職　（8 月 31 日付） 合志　幸治
（福祉部 保険医療課課長補佐兼国保・医療係長）

Motocross

Kodom
o Teate
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フォルツァ!!  ロアッソ熊本
ロアッソ熊本に関するお問い合わせ：㈱アスリートクラブ熊本　☎（283）1200

フォルツァはイタリア語で「頑張れ」
アッソは「エース、唯一の」と言う意味です。

月 の イ ベ ン ト道の駅  大津 問い合わせ：☎（294）1600

大津温泉  岩戸の里から 問い合わせ：☎（294）2626 営業時間：午前9時30分～午後10時（入館受付は午後9時30分まで）

大津町生活安全協議会
役場総務課　地域安全係　☎（293）3111

安全安心おおづまち
区　分 累　計 8月中 前年比

大津署管内 671 ９５ ＋77
うち大津町 11２ 1４ －４6

おもな
発生犯罪

乗物（自転車など）盗 5 件
住居など侵入盗難　2 件

今年の
犯罪発生状況
（平成23年8月）●荒木幸史コスモスの世界　秋桜ハンカチフェアー

　10月３日（月）～ 31日（月）　
●キョウカレン　冬の新作婦人服と宝石フェアー　
　10月４日（火）～５日（水）
●手作りパッチワークキルト作品展
　10月12日（水）～ 25日（火）
●手作りビーズアクセサリー作品展
　10月12日（水）～ 25日（火）

10

★毎週木曜日は演芸の日
毎週木曜日は演芸の日です。午後１時から大広間で演芸を行って
います。第１・２・３木曜は一般の人、第４木曜は社員による演芸を行っ
ています。木曜日限定で観劇弁当（650円）をご用意しています。

★毎週木曜日は家族風呂の日
　通常５０分１，５００円→１，０００円（４人までの料金）

10月の休館日 25日（火）

からいもくんがゆく

★毎月６のつく日は風呂の日です
1,000円以上のお買い上げレシート（売店、レストラン）でハズレ無
しの抽選ができます。
２６日は、午後１時から大広間で風呂の日演芸を行います。

くまもとの手作り作品コーナー

　10月になり、過ごしやすい季節になりました。
　 岩 戸 の 里では、朝からグラウンドゴ ルフをして、温 泉
に 入って、食 事 が で きる「 グ ラウンドゴ ルフパック」を
3,000円よりご用意しています。
　入浴や食事（缶ビール付）で、１５人以上のお申し込み
は、送迎もあります。ぜひご利用ください。

宴会の予約受付も随時受け付けています。
お気軽にお問い合わせください。

プレゼント Ｊ2リーグ 第36節（11月20日）ロアッソ熊本 vs 横浜FC
A席チケットを5組10人にプレゼント
応募先 〒869 -1292 大津町役場｢フォルツァ!! ロアッソ熊本｣係までハガキを送ってください。
※10月20日必着。当選発表はチケットの発送をもってかえさせていただきます。

■ J ２リーグ戦　ホームゲーム試合日程
第６節 10月19日（水） 午後１時　vs　ザスパ草津
第32節 10月23日（日） 午後７時　vs　栃木SC
第34節 11月６日（日） 午後１時　vs　京都サンガF.C.

■ロアッソ熊本「絆ショップ」募集開始
　ロアッソ熊本は「絆ショップ」の募集を開始しました。「絆ショップ」とは、クラ
ブ理念「県民に元気を、子ども達に夢を、熊本に活力を」のもと、ロアッソ熊本の
応援を通じて、企業・個人事業主の皆さんとサポーターが共に盛り上がり、絆ショッ
プ加盟店や地域の活性化につなげ、また新しいコミュニティーを創り出すことを目
的にしています。ぜひ皆さんもこの新しいコミュニティーに参加してみませんか？

★絆ショップ加盟店
・対象　　　企業・個人事業主
・加盟費　　21,000 円
・契約期間　2011 年 8 月 1 日～ 2013 年 1 月 31 日
・加盟特典　①絆ショップオリジナルポスター（加盟店特典記入用）2 枚②絆ショッ
　プ加盟認定ステッカー 5 枚③絆ショップオリジナルミニのぼり 1 枚④絆ショップ
　オリジナル壁掛けフラッグ1枚⑤ホームゲーム招待券4枚⑥ロアッソ熊本公式ホー
　ムページ上に隣接する「くまもとウェブシティ」内での店舗名、住所、ファンク
　ラブ会員に向けたサービス内容の紹介⑦ロアッソ熊本公式行事へのご案内
※ロアッソ熊本ファンクラブ会員（WEB 会員）は、絆ショップ加盟店でのサービス
を受けることができます。ファンクラブ会員も募集しています。

グラウンドゴルフパック
ご利用ください！

●孫の日特別企画　おじいちゃんの竹とんぼ実演会
　 10月16日（日）

※手作り作品展では、参加者を募集しています。
　お気軽にお問い合わせください。

悪
質
商
法
で
被
害
に
遭
っ
た
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
制
度
を
使
い
ま
し
ょ
う
。」

訪
問
販
売
で
う
っ
か
り
高
額
な
商
品
を
購
入
し
て
し

ま
っ
た
。

「
こ
の
家
は
す
ぐ
に
補
強
し
な
い
と
危
な
い
」な
ど
と

言
っ
て
き
た
業
者
と
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　　
解
約
し
た
い
け
ど
・
・
・
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に「
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
」で
解
約
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
制
度
が

利
用
で
き
る
の
は
、契
約
後
、
８
日（
マ
ル
チ
商
法
、内
職
、

モ
ニ
タ
ー
商
法
は
20
日
）以
内
で
す
。

　
契
約
し
た
場
所
が
営
業
所
以
外
の
場
所
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
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ア
ポ
イ
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セ
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、催
眠
商
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、特
定
継
続
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務
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供
な
ど
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店

舗
契
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も
対
象
で
す
）。

悪質商法には、クーリングオフで

契
約
の
解
除
通
知

契
約
年
月
日　
平
成
○
年
○
月
○
日

商
品
名　
　
　
○
○
○
○

販
売
会
社
名　
×
×
×
×

　　
右
契
約
を
解
除
し
ま
す
の
で
、
通
知
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
代
金
（
の
一
部
）
と
し
て

支
払
い
ま
し
た
、
金
○
○
○
円
を
す
み
や
か
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
け
取
っ
た
商
品
は
お
引
取
り
く
だ
さ
い
。

平
成
○
年
○
月
○
日

　
　
　
　
住
所　
△
△
△
△
△

　
　
　
　
氏
名　
□
□
□
□
□

食事という
おもてなし

Vol.４
ねんりんピック
心を込めたおもてなし

　「食改さん」の愛称で知られる「食生活改善推進協議会」
の皆さん。45人の委員が、ねんりんピックをきっかけに「食
改の輪」を広げていきたいと願っています。ねんりんピック
では、選手たちに郷土料理「ヒカド」でおもてなし。からい
もをすりおろしてとろみを付けたスープに、からいも、ゴボ
ウ、ニンジンなどの根菜を入れた「ヒカド」は、栄養価も高
く、会員の皆さんにも評判が良いです。会長の西

にし

スエ子
こ

さん
は「会員で自主学習や各地域への出
前講座、伝承料理教室を行っていま
すが、ますます活
動を活発化してい
きたい」と抱負を
語りました。

　「ねんりんピック 2011 熊
本」の開催がいよいよ近づい
てきました。全国から集まる
参加者の皆さんに心からのお
もてなしをしようといろんな
団体の皆さんが準備を進めて
います。
　今回は、選手たちに大津の
郷土料理でおもてなしをする

「大津町食生活改善推進協議
会」の皆さんをご紹介します。
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学 校 給 食

愛のこんだて
あい

まちのカレンダー 月
中  公 町中央公民館
ホール
オークス 町民交流施設

町文化ホール
福  祉 町老人福祉センター
スポ森
子・健 子育て・健診センター

町運動公園
スポ休 町運動公園休園
岩戸休
図書休 おおづ図書館休館

岩戸の里休館

10

いりこのナッツがらめ

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

子どもの元気な姿を、載せてみませんか？
あつまれ！大津っ子に掲載する子どもを募集します。
役場企画課にある応募用紙に記入して、写真を添えてお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ　役場企画課：☎（293）3118

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

❖お誕生・おくやみのコーナーは、希望者のみ掲載しています  ❖８月10日～９月９日届出分

（
敬
称
略
）

死
亡
者
氏
名

満
年
齢

住
　
所

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

石
いし

田
だ

　兜
とう

真
ま

くん（１歳６カ月）

宗一郎パパ　友紀ママ

新

今すぐ
応募を

たくさん食べて、
すくすくたくましく、
元気いっぱい育ってネ。

材料（４人分）

作り方（所要時間 約 20分）

栄養価（１人当たり）

① 　ごまはいっておきます。

②　Aを鍋に入れ、弱火で煮詰めます。

③　いりこは、やや低温で焦がさないように油でカリッと

　揚げます。

④　アーモンド、カシュナッツと①～③をあえて、できあがり。

※給食センターでは、細かく砕いてあるアーモンドとカシュ

ナッツを使用します。手に入らない場合は、袋に入れて

棒などでたたいて使用してください。

エネルギー   132kcal

タンパク質   9.2g

脂質   7.5g

カルシウム   258mg

鉄   2.4mg

ビタミンA   0ugRE
(レチノール当量）

ビタミンB1   0.06mg

ビタミンB2   0.05mg

ビタミンC   0mg

塩分量   0.5g

いりこ   42g

カシュナッツ   20g

アーモンド   20g

ごま  5g

　　砂糖   大さじ２弱

　　こいくちしょうゆ   小さじ１/3

　　みりん 　　　 小さじ１

揚げ油   適量

9月９日の給食献立

A

　いりこはイワシの稚魚を煮て乾燥させたものです。魚を

まるごと食べるのでカルシウムを多く摂取することができ

ます。アーモンドやカシュナッツなどのナッツ類には共通

してたんぱく質や脂質、ビタミンB1、ビタミンＥなどが

バランスよく含まれています。特に主成分である脂質は、

オレイン酸やリノール酸などの不飽和脂肪酸で、コレステ

ロールを下げ、動脈硬化を防ぎます。

大津町学校給食センター
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まちの人口 平成23年8月末現在

人口 32,055人（＋113人）
男 15,799人 （＋65人）

女 16,256人 （＋48人）

世帯数 12,237戸（＋50世帯）

●出生／ 39人 

●死亡／ 12人

●転入／ 188人 

●転出／ 102人
※増減は前月比
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相　談 日　　時 場　所 相談員

心配ごと
相　　 談

3（月）13：30 ～ 15：30 人権啓発福祉センター 江藤　忠一

4（火）13：30 ～ 16：00 老人福祉センター 吉田　和信

11（火）13：30 ～ 16：00 老人福祉センター 本田　節子

25（火）13：30 ～ 16：00 老人福祉センター 江藤　忠一

心配ごと・
児童相談 20（木）10：00 ～ 12：00 住民相談室 田上　　隆

行政相談 26（水）10：00 ～ 16：00 大会議室　他 黒田　　傳

法律相談

（弁護士）

14（金）10：00 ～ 12：00 住民相談室 藤本猪智郎

26（水）10：00 ～ 16：00 住民相談室 坂本　秀德

身体障害者
相　　　談 3（月）13：00 ～ 16：00 老人福祉センター 齋藤　　學

税務相談 13（木）10：00 ～ 15：00 住民相談室 南九州税理士
会菊池支部

年金相談 年金事務所
相談員19（水）10：00 ～ 15：00 住民相談室

教育相談
☎（293）2231

毎週
月～金

8：30 ～ 17：00 教育支援センター
村下　洋一
大塚　實子
髙宗　信雄
中村　里美

消費生活
相　　 談

毎週
火 10：00 ～ 16：00 住民相談室　など 熊本消費者協会

相談員

問い合わせ　菊池郡市医師会テレホンサービス　☎0968（25）3300

休日当番医・薬局 在宅当番医は変更され
ることがあります。

10 月

10月2日
（日）

みやの小児科（小・内） 合志市 （248）5800
宮原内科皮フ科医院（内・皮 ） 菊陽町 （232）8383
岸病院（外・整・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750
まつもと耳鼻咽喉科医院(耳) 菊池市 0968（23）6111
林田歯科医院 合志市 （248）5088

10月9日
（日）

菊池こどもクリニック（小）  菊池市 0968（25）1164
山縣内科医院（内・神） 大津町 （293）4430
三隅胃腸科内科外科医院（胃・内・外） 合志市 （248）6161
堀田眼科（眼） 菊陽町 （292）3455
つつみ歯科医院 菊池市 0968(41)3434

10月10日
（祝）

さとう医院（内・小・消） 大津町 （293）2550
大津薬局 大津町 （293）1910
仁誠会クリニック大津（内・循） 菊陽町 （232）9595
杜の里かねこクリニック（内・胃・消・外） 菊池市 0968（23）7522
池田クリニック（泌・婦） 合志市 （248）8600

10月16日
（日）

なみかわ小児科（小） 大津町 （293）1163
たぶち内科循環器科（循・内・小・神内・呼・心内）菊陽町 （233）3588
山下胃腸科クリニック（胃・外・肛・内） 合志市 （345）0600
かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500
菊南ハーモニー歯科 合志市 （341）1182

10月23日
（日）

よしもと小児科（小・内・アレ） 菊陽町 （233）2520
ふくだ医院（耳・内・泌） 大津町 （293）2771
庄嶋医院（外・胃・肛） 合志市 （242）3388
岡山眼科（眼） 菊池市 0968（25）2209
緒方歯科医院 菊陽町 （232）4315
あおい薬局大津店 大津町 （340）3080

10月30日
（日）

古川医院（内・小・外・耳） 菊陽町 （232）1566
ナカシマセブンクリニック(内・アレ） 合志市 （288）0777
勝久病院（外・胃・消・整・リウ・リハ・麻） 大津町 （293）5000
副島耳鼻咽喉科クリニック（耳・アレ） 合志市 （249）1777
クローバー歯科・こども歯科 大津町 （294）6480

今月の相談

10月の再生資源集団回収活動団体
団体名 活動日時 活動場所 注意点

NPO法人
里山まもり隊どんかっちょ 8日(土) 9:00 ～ 11:00 オークスプラザ

駐車場
当日雨の場合は翌日に延期 
それでも雨の場合は中止

４R白川 22日（土） 8:30 ～ 10:30 大津南小学校 雨の場合は29日（土）に延期
それでも雨の場合は中止

★事前の電話で予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

1 土 大津町ビジターセンター オープン　空港ライナー 開始
がん複合検診　～14日（11日を除く）　7:3０～1０:２０

2 日 大津町環境美化の日

3 月  図書休

4 火 1歳6カ月児健診（H２２年3月生）13:15～13:45 子・健 　
 　 スポ休

5 水 6 ～ 7カ月児健診（H２3年3月生）13:15～13:45 子・健
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

6 木

7 金  図書休

8 土  

9 日 大津幼稚園・陣内幼稚園・町内小中学校　秋休み　～12日
 

10 月 体育の日
 図書休

11 火 全国地域安全運動　～20日
手話通訳設置日   スポ休

12 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

13 木 お誕生月育児相談（H２２年10月生）9:15～9:45 子・健 　

14 金 大津町教育の日

15 土  

16 日 ねんりんピック2011熊本　サッカー交流大会
第13回福祉まつり　10:00 ～ オークス

17 月 ねんりんピック2011熊本　サッカー交流大会
 図書休

18 火 体育施設等申請受付開始（H23年11月分）
  スポ休

19 水 3 ～４カ月児健診（H23年６月生）13:15 ～ 13:45　 子・健  
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

20 木

21 金 ポリオ経口投与（南部）14:00 ～ 14:30　 中  公

22 土  

23 日

24 月  図書休

25 火 3歳児健診（H20年8月生）13:15 ～ 13:45　 子・健  
手話通訳設置日   スポ休  岩戸休

26 水 ポリオ経口投与（北部）14:00 ～ 14:30　 中  公
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

27 木 マタニティセミナー 1０:００ ～  子・健

28 金

29 土  

30 日

31 月  図書休
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